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   再    開     午前９時３０分 
 
〇新宮征一議長 おはようございます。 
  ただいまから本会議を再開いたします。 

  会議を始める前に申しあげます。本日の会議は、上着の着脱は自由といたします。 

  本日の欠席通告議員は、佐藤毅議員、髙橋秀治議員、佐竹敬一議員であります。（髙橋秀治議員は途中

出席） 

  出席議員は定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進めてまいります。 

 

 

 

 

http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/026.pdf
http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/028.pdf


平成18年9月第3回定例会 

     一 般 質 問 
 
〇新宮征一議長 日程第１、これより一般質問を行います。 
  通告順に質問を許します。質問時間は、一議員につき答弁時間を含め60分以内とし、質問回数は４回ま

でとなっておりますので、質問者は要領よくかつ有効に進行されますよう御協力を願います。 
  この際、執行部におきましても、答弁者は質問者の意をよくとらえられ、簡潔にして適切に答弁されま

すよう要望いたします。 
 
 一般質問通告書 

 平成１８年９月４日（月）                         （第３回定例会） 

 番号   質 問 事 項     要          旨  質  問  者  答 弁 者

  １  地域おこしイベン  ①衰退している盆踊りであるが、現在市  ８番  市   長

  トについて   内で開催されている地域はどのくらい  石 川 忠 義  

    か   

   ②駅前通りの活性化の一環として商店街   

    をはじめ、子供会・各種団体との連携   

    で、神輿会館広場での盆踊りをしては   

    どうか   

  ２  寒河江市教育振興

   計画の素案につい

 ①いのちと心を育む食育を推進するまち 

  づくりについて 

  教育委員長

   て  ②児童生徒の学ぶ力を育むまちづくりに   

     ついて   

    ③歴史と伝統文化を活かしたまちづくり   

     について   

    ④教育環境の充実、整備について   

   ３  寒河江の新たなブ  ①「山形セレクション」は様々な特産品  ４番  市   長

   ランドなどの確立   などの価値観を全国に広めていくとい  楳 津 博 士  

   と今後の戦略につ   う戦略ですが、「山形セレクション」   

   いて   について市長はどのような見解をお持   

     ちか伺います   

    ②地域力向上のためにも、寒河江独自の   

     手法で市産品のブランド化など寒河江   

     のイメージアップにつながる新たな戦   

     略を、今後どのように考えているのか   

     伺います   

   ４  地上デジタル放送  ①２０１１年に現在のアナログ放送から   市   長

   化に向けた市の対   地上デジタル放送に完全移行されま   



   応について   す。今後、市内における受信エリアは   

     徐々に拡大されていくと思われるが、   

     どのような予定になっているのか伺い   

     ます   

    ②デジタル化に伴う難視聴地域発生の有   

     無と、生じると予想された場合どのよ   

     うな対応を考えているのか伺います   

   ５  市政一般について  ①保育所の整備について  １６番  市   長

    ②チェリーランド河川公園内へのトイレ  川 越 孝 男  

     設置について   

    ③カメ虫対策について   

    ④既存公園の維持管理について   

    ⑤土地開発公社の用地取得価格適正化に   

     ついて   

   ６  寒河江市教育振興   中学校給食について   教育委員長

   計画について    

   ７  行政一般について  ①指定管理者制度の選定基準と欠格条項  １７番  市   長

   

  

  等の規定について 

 ②公平で公正な行政を推進するためのコ 

 内 藤   明  

    ンプライアンス条例（法令順守）の制   

    定について   

   ③交通弱者といわれる方々の足を確保す   

    るコミュニティーバスの運行について   

   ④将来人口の推計について再び所見を問   

    う   
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    石川忠義議員の質問 
 
〇新宮征一議長 通告番号１番、２番について、８番石川忠義議員。 
   〔８番 石川忠義議員 登壇〕 
〇石川忠義議員 おはようございます。 
  私は、緑政会の一員として以下の質問をいたしますので、よろしく御答弁のほどをお願いいたします。 
  通告番号１番、地域おこしイベントについてお伺いいたします。 
  本市においては、日本一のさくらんぼの里さがえを全国的にアピールし、さくらんぼを中心にイベント

をつくり上げてまいりました。６月に入りますと田植えも終わり、農家の方もさくらんぼに全神経を傾け、

よりよい品物を提供するために頑張るときであります。街路樹のハナミズキも満開になり、ミスさくらん

ぼも誕生し、花咲かフェアＩＮさがえも開幕いたしました。そして、恒例のさくらんぼ囃子パレードを皮

切りに、さくらんぼマラソン大会、さくらんぼ種飛ばし大会とイベントが目白押しに続き、花・緑・せせ

らぎの本市にとっては１年で一番輝くときであります。活気あふれるときであります。さくらんぼ大綱引

き大会が一つの役目を終えたとはいえ、なくなったことは大変残念でありました。 
  さて、各地で昔からのその地域手づくりの盆踊り大会が現在めっきり少なくなりました。私のところの

西根南部公民館でも長年実行してきたのですが、公民館が新築されてから夏祭りに変わり、現在行われて

おりません。以前には寒河江小学校の校庭、中央通りの島屋さんの駐車場といずれも盛大に実行されまし

たが、姿を消しました。現在市内で何カ所ぐらいの盆踊りをやっているのか、わかる範囲内でよろしいで

すから、お伺いいたします。 
  盆踊りが少なくなった原因は、お金がかかること、準備に相当の労力を費やすこと等々いろいろござい

ます。昔から盆踊りは、年に１度この世に戻ってくる精霊を迎え、また送るために発したものと聞いてお

りました。先ほども申しあげましたとおり、さくらんぼ綱引き大会も姿を消しました。さくらんぼ祭りか

ら祭りイベント最大のみこしの祭典までの時間が余りあき過ぎております。今各地の盆踊りが衰退してい

るとき、商店街の活性化はもちろんのことですが、商店街をはじめ、子供会、各種団体との連携で神輿会

館広場での盆踊り大会を提唱するものであります。 
  昔から寒河江音頭がありますが、その歌の復活を望む声も大きいですけれども、盆踊り大会向きに振り

つけたり、できれば市民歌の振りつけも芸文協のその道の関係者に振りつけていただき、実現することも

大変楽しみが増すことと思います。老いも若きもだれでもが参加できる市民盆踊り大会をできればと思い

ますが、市長の御所見をお伺いいたします。 
  通告番号２番、寒河江市教育振興計画の素案についてお伺いいたします。 
  平成16年12月議会において、中学校給食に関して市長と教育委員長に私が質問をいたしました。市長、

教育委員長の答弁は議事録のとおりでありますけれども、そのことを踏まえて、約１年半の時を経てこの

たびの寒河江市教育振興計画の素案を原案提示し、検討委員会を設置し、23名の委員を委嘱、諮問してい

るところであります。 
  この計画は、平成27年度を目標とするものでありますが、まずこの素案の趣旨は何かを教育委員長にお

尋ねいたします。 
  今委員会で検討しているところでありますが、以下の件についてお伺いいたしますので、御答弁をお願



いいたします。 
  まず、「いのちと心を育む食育を推進するまちづくり」についてであります。ここでは、食育に関する

ことでありますが、私どもの関心は中学校給食についてであります。議会においては、賛否両論の中で十

分議論された問題であります。文教厚生常任委員会でも先進地視察をして熟慮を重ねてきました。原案に

よりますと、希望者に対する弁当販売方式の検討（中学校）とありますが、どのような考えなのかをお伺

いいたします。 
  次に、「児童生徒の学ぶ力を育むまちづくり」についてお伺いいたします。 
  その中で、多様な学習環境づくりの中で小学校英語活動の推進があります。これについては、平成16年

の３月議会で英語教育について私が、平成17年12月議会において小学校の英語教育について同僚議員の木

村議員の質問がありました。それに対して教育委員長は、外国語に親しませ、外国語に対する興味、関心

や学習意欲を引き出すことが小学校段階の主なねらいと答弁しております。 
  私のときには、ＡＬＴのマーク・ダックワースさんは、年間小学校を約80回、中学校を約80回、計160回

の授業でありましたが、17年の12月議会では田代小学校の英語活動重点校という英語活動もあり、小学校

を約90回、中学校を70回と、小学校に多くの時間を費やしました。 
  私は、基本は本場の英語を話すＡＬＴの方を中心に活動することはもちろんですけれども、もっと充実

した英語教育を進めるためには、退職英語教師のお力をおかりして英語教育に力を入れるべきと思います

が、御所見をお伺いいたします。 
  次に、「歴史と文化を活かしたまちづくり」についてお伺いいたします。 
  素案の総則の中で、松尾芭蕉の俳諧論「不易と流行」が引用されております。学校教育において、歴史

と伝統・文化とはどのようにお考えなのか、まずお伺いいたします。また、歴史美術館の設置、特に八幡

の杜とありますが、具体的構想をお伺いいたします。 
  最後に、教育環境の充実、整備についてお伺いいたします。 
  それぞれの学校が、家庭と地域からの理解のもとに主体的な教育活動を行い、開かれた個性的学校づく

りの展開と地域や学校の特色を生かした、多様で個性的な教育を展開するために、より学校自らの考えと

判断で学校運営ができるようにしますとあります。 
  さて、本市の３中学校の運動会でありますが、陵南中は体育祭となって運動会はやっておりません。陵

東中は、運動会は一大イベントとして行っていますが、個人競技が全く入っておりません。陵西中学校は、

個人競技も取り入れて実行しております。 
  さきの指針にもありますように、独自の学校運営に理解は示すものの、運動会一つとりましてもこのよ

うに異なっていることに、市民の意見もいろいろありますが、懸念を示しております。これについての教

育委員長の御所見をお伺いし、第１問といたします。 
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〇新宮征一議長 佐藤市長。 
   〔佐藤誠六市長 登壇〕 
〇佐藤誠六市長 答弁いたします。 
  まず、現在市内で開催されている盆踊りについて申しあげます。今年は、寒河江地区、南部地区、柴橋

地区、高松地区の４地域におきまして、分館単位による盆踊りが12カ所で行われたようでございます。 
  続いて、駅前通りの活性化の一環として、みこし公園での盆踊りについて申しあげます。 
  商店街を含め、中心市街地の活性化につきましては、本市に限らず、全国的にもその取り組みが急務と

なっている課題であります。御案内のように、先月末に寒河江駅前地区まちづくり推進委員会の設立があ

りました。この委員会は、再開発により新しくなった駅前地区を住みよく、にぎわいと魅力あるまちづく

りを推進することを目的とした団体で、活動内容としては、地域の清掃作業などによる環境美化事業を中

心に据え、各種イベントの開催により、地区内の親睦と融和、また地区外の人との交流を図るなどして活

性化につなげようとしており、市としましても支援していきたいと考えているところであります。現在こ

の委員会では、駅前のにぎわいづくりのためのイベントを計画中であり、具体的には神輿会館でのコンサ

ートやみこし広場を利用した夕暮れ市などが検討中であります。 
  御質問の盆踊りにつきましては、以前は市内各地区で盛んに行われておりました。今でも各分館で地区

の伝統行事として行われておりますが、駅前中心市街地の活性化という観点から、全市的なイベントとし

てみこし広場での盆踊りの開催は十分考えられるものであると思っております。 
  また、寒河江音頭や寒河江小唄などの本市固有の歌や踊りを取り入れたり、盆踊りの競演などの趣向を

凝らしたり、さらにはみこし広場に限らず、沼川での灯籠流しや水辺を利用したイベントなどで、駅前地

区だけにとどまらず、全市的なものに発展させることで、寒河江市の夏を盛り上げていくことも考えられ

ます。 
  ただし、この時期、駅前地区においては商店・飲食店が多く、成人式や同窓会などの対応で忙しい時期

であり、他の地区の花火大会や夏祭りと重なる時期でもあります。また、他の地区においても、衰退して

きた原因と考えられる実施主体の問題や経費の問題もあると思いますので、駅前地区まちづくり推進委員

会をはじめ、関係団体にお話を通していきたいと考えております。 
  以上です。 
 
 

 

http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/029.pdf
http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/031.pdf


平成18年9月第3回定例会 

〇新宮征一議長 教育委員長。 
   〔大谷昭男教育委員長 登壇〕 
〇大谷昭男教育委員長 寒河江市の教育振興計画の素案についてお答えいたします。 
  まず、その趣旨についてでありますけれども、この教育振興計画は、国、県が示しております教育方針

や山形県第５次教育振興計画を受けながら、第５次寒河江市振興計画における人づくり、まちづくりの基

本方針を踏まえて、さらには本市がこれまで培ってきた教育の特性をさらに伸ばし、新しい時代に対応で

きる教育に関する基本的な考え方や施策を明らかにすることを目的に策定するものでございます。 
  次に、計画の素案の中に希望者に対する弁当販売方式の検討を盛り込んだことについてお尋ねがありま

したので、お答えいたします。 
  御案内のとおり、中学校においては現在弁当持参によるミルク給食を実施しておりますけれども、中学

校給食についての基本的な考え方につきましては、これまでも議会の中でたびたびお答えしてきたところ

であり、今も変わってはおりません。すべての家庭において食の大切さを考え、それを実践し、豊かな食

習慣を確立する中で、子供たち、家族の食育を高めていくことを基本的な考えとしており、今後とも家庭、

学校、地域がそれぞれ連携し、食の大切さを学び、食に関して体験する場や機会を広げていくことが重要

であると考えております。 
  しかしながら、家庭の事情や家族の入院などの不測の事態によって、一時的にどうしても弁当を持って

くることができない状態になることなども考えられます。そうした場合でも、生徒が安心して通学できる

ようにするための一つの方策として、このたび希望者に対する民間活用による弁当販売方式の検討を教育

振興計画の素案の中に盛り込んだところでございます。量的にも栄養のバランスの面でも中学生期の発達

段階に応じた食事を選び、規則正しくとることやクラスの中で級友とともに楽しく食べることの大切さを

学ぶことができるように配慮することが大事であると考えております。 
  今後検討委員会からの意見、提言内容を踏まえながら計画を成案化していくことになりますけれども、

具体的に実施する際には実態の把握や先進事例の研究などを行い、内容を詰めていかなければならない、

このように考えております。 
  次に、児童生徒の学ぶ力を育むまちづくりについて、特に英語の学習環境整備についての御質問でした

ので、お答えいたします。 
  本市に配置されているＡＬＴは、今年８月で４年目を迎えました。本年度から年間指導日をこれまでの

160日から180日にふやし、小学校を110日、中学校を昨年度並みに70日として、より指導の効果を上げられ

るよう取り組んでおります。 
  現在本市では、小学校の英語活動においては、英語に親しみ、外国人や外国文化に対する興味、関心を

引き出し、コミュニケーションへの意欲を高めるという国際理解教育の一環とすることをねらいに活動を

進めております。また、中学校の英語教育においては、聞く、話す、書く活動につなげて、実践的なコミ

ュニケーション能力の育成に向けて教育活動を行っております。 
  ＡＬＴが行っている英語活動は、これらの指導の場における教員の実際の指導力を高めること、また本

場の外国語に触れて、それが児童生徒の興味、関心を強く引き出し、英語教育の充実に多大な貢献をして

いると高く評価しているところであります。 
  さて、御質問のＡＬＴの方を中心にもっと充実した英語教育を進めるためにも退職英語教師のお力をか



りて英語教育に力を入れるべきだと思うが、どうかという御意見につきましては、先ほど申し述べた小学

校の英語活動、中学校の英語教育それぞれのねらいにさらに迫るために、どのような場面で退職英語教師

等を活用することが有効なのかなどについて今後研究してまいりたいというふうに考えております。 
  次に、歴史と伝統文化を生かしたまちづくりについてですが、初めに学校教育における歴史、伝統文化

への取り組みについてお答えいたします。 
  学校では、地域の歴史や伝統文化について学ぶことを大切にしていかなければならないと考え、各学年

においてさまざまな学習活動に取り組んでおります。これらの学習活動を通して自分が生活している地域

に対する理解が深まり、地域の人々との豊かなかかわりを持つことができたりして、自分の生き方を考え

ていくきっかけにもなるからであります。このような考えのもとに、今後も地域の人材や地域に残る文化

財等を活用しながら、地域に学ぶ学習をさらに展開していくことができるよう進めてまいりたいと考えて

おります。 
  次に、歴史美術館の設置、特に八幡の杜構想についてお答えいたします。 
  歴史美術館の設置については、今後具体的にしなければならない課題であると考えています。この八幡

の杜構想は、旧寒河江服装専門学校の跡地を核とした歴史、文化ゾーンを整備しようとするものでありま

す。御案内のようにこの地域は、寒河江八幡宮の門前町として古くから発展し、現在も寒河江八幡宮をは

じめ、市指定無形民俗文化財「流鏑馬」を行う馬場、またすぐ近くには県の有形文化財に指定されており

ます寒河江市郷土館、市指定天然記念物の桂の古木、そして歴史ある数々の寺院など歴史文化資産が集積

されているところであります。 
  教育委員会といたしましては、多くの市民が本市の歴史と文化を学び、それを核として生涯学習や文化

財ネットワーク化の推進などへの活用について検討を進めてまいる覚悟であります。 
  次に、教育環境の充実、整備、特に特色ある学校経営についてのお尋ねがございましたので、お答えい

たします。 
  現在求められている学校像では、文部科学省が定めた学習指導要領に記載された基準を達成することは

もちろんでありますが、さらに児童生徒が自分で課題を見つけて、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、

行動し、よりよく問題を解決できる力を身につけ、さまざまな場面で具体的に生きて働く力を身につける

ようにすること、自らを律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心や感動する心など豊かな人間性とた

くましく生きるための力を兼ね備えた人間の育成が望まれております。そのためには、実際に身近な地域

の歴史、文化、自然、そして人との触れ合い、かかわり合いなどを通して具体的に学んでいくことが重要

であると考えています。 
  それぞれの学校が、家庭と地域との理解のもとに主体的な教育活動を行い、開かれた、個性的な学校づ

くりの展開と地域や学校の特色を生かした多様で個性的な教育を展開するために、今後もより学校自らの

考えと判断で学校運営ができるよう支援してまいりたいと考えております。 
  さて、そのような観点に立って、御質問の市内３中学校の運動会のあり方についてお答えいたします。 
  個人競技も取り入れて実施している中学校では、運動会を学校行事の「健康安全・体育的行事」として

位置づけ、その実施要項の中で競争や協働の経験を通して、公正に行動し、進んで規則を守り、互いに協

力して責任を果たすなど社会生活に必要な態度を養うことをねらいとして実施しております。 
  集団競技だけ実施している中学校では、運動会を生徒会活動に位置づけながら、その実施要項の中で生

徒が主体的に企画し、ともに支え合い、力を合わせ、目標に向かって突き進む強い心と協調性を養うこと



をねらいとして、応援や競技の練習だけでなく、チームの看板づくりなど生徒の個性を生かして力を合わ

せ、学年を超えて取り組みを行っているようです。 
  そして、運動会を実施していない学校では、学級対抗のクラスマッチでは団結や協力をねらいとし、学

校として取り組んでいるボランティア活動では思いやりの心や奉仕の精神を、そして文化祭などでは感性

や協働などをねらいとして、これらを重点的にはぐくむよう計画しております。 
  このように学校行事は、それぞれに重要なねらいを持って各学校で計画し、取り組まれており、それぞ

れの学校が地域性や学校規模、生徒の実態等に立脚して、より教育効果が上がるようにそれぞれに工夫し

て主体的教育活動を取り組んでいると考えております。今後とも地域や家庭の理解のもとに、それぞれの

学校の実態に応じた主体的な教育活動を推進し、本来の学校教育のねらいが達成されるよう学校を支援し

てまいりたいと、このように考えております。 
  以上でございます。 
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平成18年9月第3回定例会 

〇新宮征一議長 石川忠義議員。 
〇石川忠義議員 第１問に対する御答弁ありがとうございました。 
  それでは、第２問に入りたいと思います。まず、地域おこしイベントということで、盆踊りを先ほどの

答弁では12カ所でやっているということで、私ももっと少ないのかなと、調べた段階でそういうように思

ったのですが、２けたにあるということはまだ非常に盆踊りに対する地域の強い意識が働いて、非常に大

変な、経費もかかってかなりの労力も要るということでございますけれども、やっているということは非

常に寒河江の盆踊りも大したものだなというように再認識いたしました。 
  ところで、我々の地区のことも先ほど申しあげましたけれども、青年団から始まりましてずっと、青年

団がなくなってからも地域の有志の方でいろいろやってきたのでございますけれども、公民館を新築した

という一つのこともありましたけれども、今のところやっていない。やっぱり地元の人は、そういう何十

年もやってきたことでございまして、いろいろ話を聞きますと、やめるとも言えない、するとも言えない

ということで非常に継続性に対して苦労しているというようなことでありますけれども、寒河江駅前の商

店街を中心としたそういう大きな盆踊り大会が最近姿を消したというようなことで、やっぱりひとつ神輿

会館の前でそういうない地域の方はもちろん、もちろん駅前商店街を中心とした方を先頭にして、各種団

体の方、特に芸文協に名を連ねている踊りのサークル、また民謡のサークル、いろいろございますけれど

も、そういう方の御協力を得まして、何とかさくらんぼ祭りから神輿祭りまでの間に何か一大イベントを

つくって寒河江の活性化を図ってはということで提案したわけであります。 
  やっぱりそれに携わってくださる方、本当にいろんな方おりますけれども、やっぱり大変でございます、

一つのことをやるということは。しかしながら、今各地域でいろんな夏祭りの催しも盛大に行われており

ます。例えばいわゆる村山の徳内ばやしですか、またソーランとか、そういういろんなことが若い人向き

にどんどんと流行しております。寒河江の方もそれに乗るか乗らないかわかりませんけれども、昔からあ

るそういう伝統的なあれをやって、ひとつ町おこしにしてはどうかということでありましたけれども、市

長の答弁ではこれからいろいろ検討させていただくというようなことでございますから、期待しておきた

いと思います。私どもも何かございましたらお手伝いしますので、よろしくお願いしたいと思います。 
  それから、振興計画についてであります。第１番に食育の件でございますけれども、懸案の中学校の給

食問題がここで初めて、先ほど答弁ありましたように基本的には弁当を持たせてもらうのがこれは基本的

には変わりないと。その中で、いろんな時代の流れで弁当をつくれない、またいろんな仕事の都合でつく

ってやれないというような家庭のために弁当をあっせんするということでございますけれども、私はそう

いう教育委員会の弁当を持参させるということに対しては理解を示す一人でございますけれども、約２年

前に再考してはいかがかというような市長の教育委員会に対する申し入れによりまして、学校全般にわた

ったこの振興計画をつくるというようなことで、１年半以上かかってこの原案を提起したわけですけれど

も、やっぱり今まで培った、いわゆる食文化、それを変えるということは非常に地域にとっても大変なの

かなと。 
  しかしながら、いろいろ聞いた中で、寒河江高等学校で昼間の昼食を私の知り合いの方が販売というか

提供しているのですけれども、寒河江中学校出身の生徒は大体弁当持ってくると、よその学校の方は利用

してくれると。やっぱりそこで提供している人は商売ですから、寒河江でも給食にしてくれればいっぱい

その寒河江高校の給食を食ってくれるのだなというようなことを言っておりましたけれども、やっぱりそ



ういうふうに中学校で学校給食についての弁当ということを継続してきた影響で高校に行ってからでも弁

当を持ってくる、または自分でつくってくるということが非常にいい習慣になったのかなというように私

もその話を聞いて思いました。 
  しかしながら、やっぱり先ほども申しあげましたように、弁当を基本にしながら、つくれない人のため

にそういう弁当のあっせんもこれは私は要るのではないかというように思っております。 
  今後検討委員会でいろんな意見の中で答申なされると思いますけれども、少しでも中学校給食問題が少

しずつよい方向に行くのであれば、最初の段階としては私はこれに勝るものではないのではないかという

ように思っております。 
  それから、小学校の英語教育についてでございますけれども、やっぱり政府の方でも小学校の英語教育

に対して非常に重点的な考えを持ってきているような報道がなされております。 
  今自民党の総裁選挙が行われておりますけれども、大方の見方では安倍官房長官がなるだろうというよ

うなマスコミの報道ですけれども、安倍さんが提案している政権構想「美しい国日本」ということを柱と

して、内政面では目玉となる教育改革ということを発表しております。その内容を見ますと、この寒河江

市の教育振興計画素案もそれに大体準じているのかなというような私は感じを受けております。 
  その中に、規範意識を身につける機会の保障で、道徳教育の必要性を指摘しております。戦後の教育体

制の根本的な見直しを目指すというように安倍さんは言っているのですけれども、そういう考えはやっぱ

りこれからの教育の基本になるのかなというように思っております。 
  素案を見ますと、主な取り組み216、私の数えた限りではあるのですけれども、今までそういう余り具体

的な取り組みというのはなかったように思います、こういうように多くは。まさしく昔の教育ルネサンス

と申しますか、そういう文芸復興のようなすばらしい中身でもあるというように私は評価しているわけで

あります、ちょっと横にそれましたけれども……。 
  ２番目の小学校英語教育、これに対しては、前からもう私申しましたとおり、なかなか10年間英語を習

っても全く英会話ができないと。これはいろいろ問題あるということで提起したのですけれども、やっぱ

り小学校時代からある程度そういうふうな生の英語に触れまして、国際的にやっぱり活躍するという意識、

それを子供にやっぱり植えつけるいいチャンスではないかと、理屈でないと。やっぱり理解できて、しゃ

べれる英語、そういうものをやっぱり目指さないと、やっぱり留学しないと英語ができないとか、そうい

う特殊環境のある人だけが、能力ある方もおりますけれども、やっぱり外国に行って、本場に行って二、

三年英語を習得してくるというような、当然これはあると思いますけれども、固有の日本の日本語、島国

ということを考えますともっともっと小学校から英語に親しんで、やっぱり自分のものにしていただくと

いうようなことが先決だと思います。 
  そういうことで、2007年度から団塊の世代の退職者がたくさんふえてまいります。そういう中において、

英語教師の方からも退職者をお願いしてやっぱり、ボランティア的と申しますか、そういうことをいろい

ろ活用した中で御検討をお願いしたいというように思っております。 
  また、歴史と伝統、文化の件なのですけれども、小さいときからやっぱりふるさとの伝統文化、そうい

うものに接するということは、非常に情操教育にもよろしいですし、自分の郷土を愛するということに対

しても非常に強い関心を持ってくるのだというふうに思っております。 
  そこで私は、この八幡の杜ですか、構想、これは非常に……寒河江服装学院さんから寄附をもらいまし

て歴史美術館というようなことも結構ですけれども、今ある郷土館、場所が場所だけにちょっとよその人



はわからない。我々も１回行けば大体それでわかるというようなことですけれども、郷土館の充実という

ものはこのままでいいのか。場所を移すということは、非常にこれは大変だと思いますけれども、当然半

年ぐらい雪に埋もれて閉館になるわけです、約５カ月間。そういうものを含めまして、郷土館のこれから

のあり方をどうお考えになるのか、これをお聞きしたいと思います。 
  最後に、運動会のことを例に出しまして質問したのですが、多分三つの中学校がいろいろ異なるという

ことはわからないわけでございません、特色ある学校づくりということでありますけれども。 
  ただ、私が心配しているのは、これがだんだんと小学校の方に行きはしないのかなと。小学校の先生方

にお聞きしますと、当然小学校の子供でありますから、そういう競争力というのはしなくてはいかぬとい

うことを言っています。ただ、運動会ばかりが運動でないと。速い人は運動会で速い。水泳でも速いと。

太っている人は、速い人もいますけれども、ほとんど遅い人もいるということで、相撲大会でもして、相

撲大会だってそういう子供の自尊心を上げてやると、そういうことを言っておりました。小学校でそうい

うように一生懸命に、運動会一つの中ですけれども、そういう競争力を競っているとき、中学校でそれは

いろんな地域の考えだということは、ちょっと私には理解するに苦しいような気がするのですけれども、

その辺の御見解をお願いしたいと思います。 
  以上で第２問終わります。 
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〇新宮征一議長 佐藤市長。 
〇佐藤誠六市長 盆踊りのことでございますけれども、以前の盆踊りでございますと、やぐらを組んで、ま
た太鼓をたたいて、子供たちから大人まで晴れ着を着て輪になって踊ったわけでございまして、その中で

はやっぱり祖先を敬うあるいは秋の豊作を願うという気持ちも込められておったのだろうと、このように

思っています。 
  その中で、やっぱり地域の心が一体となって連帯心を養う、あるいは共同作業ということでの楽しみな

ども味わっただろうと思っております。それに今度は盆踊りそのものに現代的な気持ちといいますか、意

義を加えてまちの活性化なりあるいはにぎわいを増すことに、また観光面というものをプラスすると。そ

して、まちづくりそのものの元気さあるいは活性化に資しようということが、やっぱり現代的な意味にお

きましても私は必要だろうなと、このように思っております。 
  それにおきまして、第１問で答弁したように、いろいろ問題はあろうかと思いますけれども、駅前中心

街のみならず、いろいろ各種団体が集まって競演というようなことも含めて実施されることによってのい

い意味での、新しい意味での盆踊りというものもこれをつくり上げていくと。そのことによって、まちの

活性化を図るというようなことは必要なことだろうと、このように思っております。 
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〇新宮征一議長 教育委員長。 
〇大谷昭男教育委員長 幾つかございましたが、特に歴史文化にかかわって郷土館の充実ですか、活用です
か、のことについての御質問がございました。 
  御案内のようにあの施設は、県の文化財でございます。従いまして、県の文化財としてのさまざまな縛

り、利用における制約、制限があるわけでありますけれども、こういったことを踏まえながらどういうふ

うに八幡の杜の構想の中に位置づけながらしていくかと、考えていくかということについては、教育長あ

るいは担当の方から答えさせたいと思います。 
  同じように中学校における特色ある学校経営、特に運動会を例にとっての御質問でございました。小学

校ではどうなのだろうというような御懸念もお持ちのようでございます。これは、学習活動のねらいと深

くかかわっている問題だというふうに理解しますので、担当の方から答弁させていただきたいと思います。 
  以上です。よろしくお願いします。 
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〇新宮征一議長 教育長。 
〇芳賀友幸教育長 寒河江市郷土館の充実についてお答えを申しあげたいと思います。 
  委員長からございましたとおり、八幡の杜構想とのかかわりにつきましては、今後十分に検討してまい

りたいと考えております。寒河江の郷土館は、市民にとっての宝物でございますので、その利活用につい

ては今後十分に検討していかなければならないなと思っています。 
  今もいろんな取り組みをやっておりまして、特に寒河江の先人の特別展等を中心にしながら、そういう

一つの行事を郷土館で催したり、特別展をしたりして市民の皆さんから来館してもらいたいというような

取り組みもしておりますし、さらには学校教育の場で子供さんから１回は必ず来てもらうということで、

学校の中でそれぞれ取り組みをしてもらっております。 
  今後、できるだけ多くの市民の方から利活用をしてもらうような手だてを十分検討してまいりたいと思

っています。 
  さらに、ちょうど市民の皆さんの住宅等の改築期にかかっておりますので、昔の民具、生活具、用具、

こういったもので貴重なものにつきましては市の方にお譲りをいただきながら、そして郷土館に展示をし

ていくといったようなことで、寒河江市の歴史の移り変わりもわかるような手だてなども講じておるとこ

ろであります。 
  いずれにしましても、十分今後検討しまして、活用してもらうような方向にしていきたいと考えており

ます。 
  以上でございます。 
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〇新宮征一議長 指導推進室長。 
〇菊地宏哉学校教育課指導推進室長 では、お答え申しあげます。 
  特色ある学校づくりについてでございますけれども、それぞれ中学校の行事が３中学によって違うとい

うことでちょっと御心配なされているようですが、先ほど委員長が申しあげたとおり、それぞれのねらい

に向かって進めておりますし、行事そのものをすることがねらいではなくて、その行事を通してどのよう

な人間をつくっていくかということに観点を置いて進めておりますので、その学校の実態に応じて若干違

うところが出てくると。 
  そのことが、小学校の方にまた影響してこないかという御心配がございました。特に運動会を中心に申

しあげますと、中学校においては部活、それから勉強、生徒会等切磋琢磨する場が非常に多く、これ以上

競技等で競う必要があるのかという問題もございます。人数の多い学校では、その切磋琢磨が非常に多い

わけですので、小さい学校ではぜひさらに進めたいということでそれを入れている学校もございますが、

そういうさまざまな観点から進めているところです。 
  小学校においては、そういう場が非常に少ないという現実がございます。それで、子供たちが互いに切

磋琢磨し合い、競技力を伸ばすという意味で小学校においては運動会は大事だととらえているところが多

いのが現実ではないのでしょうか。 
  以上でございます。 
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    楳津博士議員の質問 
 
〇新宮征一議長 通告番号３番、４番について、４番楳津博士議員。 
   〔４番 楳津博士議員 登壇〕 
〇楳津博士議員 おはようございます。私は、緑政会の一員として、この質問に関心をお持ちの市民を代表
し、自分の考えを含め、以下の質問をさせていただきます。 
  通告番号３番、寒河江の新たなブランドなどの確立と今後の戦略についてお伺いいたします。 
  山形県は、今年３月、数多くの県産品、サービスの中から本県独自の山形基準に基づき、厳選された本

物を山形の宝として全国、世界へと発信していく試みとして、山形セレクション認定制度実施要綱を策定

し、取り組み始めました。この取り組みのねらいは、全国、ひいては世界に誇り得る高い品質を有する県

産品またはサービスを山形県独自の認定基準、山形基準に基づいて、厳選の上、山形セレクションとして

認定し、これらを戦略的にプロモートすることにより本県ブランドの確立を目指すものであります。加え

て、山形セレクション認定を目指した取り組みを誘発することにより、すぐれたものづくり、サービスを

提供する自力を高め、さらに高い品質の県産品またはサービスを生み出す産業基盤を醸成していく総合的

な産業政策として位置づけています。 
  そして、山形基準の基本理念を基軸として、セレクション、プロモーション、インキュベーションが好

循環を築いていくために三つの要素にかかわる各般の施策を展開していくとしております。すなわち、高

い品質を有する産品、サービスを選定し、全国、世界に向けた戦略的な売り込みを助長しながら、それら

を生み出す地域の力の育成、醸成を行うとしているのです。 
  私たちの住む寒河江は、「日本一さくらんぼの里さがえ」、このスローガンのもとに、佐藤市長のさく

らんぼにこだわったさまざまな事業やイベントが展開され、それが大きく実を結び、寒河江の知名度を飛

躍的に向上させることができたと思っております。 
  そして、現在さくらんぼの収穫時期に合わせ花咲かフェアを開催し、多くの入場者を迎え、寒河江のま

ちを元気にしています。このさくらんぼにこだわったまちづくりは、これからも新たな催しを組み入れな

がら継続していかなくてはならないと考えます。 
  しかし、この地方分権の時代にあって、新たな試み、新たな展開も必要なのではないでしょうか。地方

分権ではなく、地域主権、地域が主役になって寒河江ならではを全国、そして世界に発信していかなくて

はならないと考えます。これまでのまちづくり、町おこしを継続しながらも、新たなブランドをつくり上

げていかなくてはならないと考えます。幸いにも寒河江市には恵まれた自然や観光資源、おいしい農産物、

伝統工芸品など他に誇れるすばらしいものがたくさんあります。それらを寒河江ブランドとして確立して

ＰＲし、新たな観光客誘致などに結びつけられないかと考えます。 
  ここで質問いたします。先ほど述べた山形セレクションについて、佐藤市長はどのような見解をお持ち

か伺います。また、山形セレクションは、品質の高い県産品に基準を設けて戦略的にプロモートしていく

ものです。さまざまな特産品などの価値観を認めてもらうため、セレクトし、全国に広めるという戦略で

すが、ある意味で差別化的な要素が発生してしまいます。このことについて、市長はどのような見解をお

持ちか伺います。 
  さらに、今後地方分権などを受け、地域間競争が激化し、地域力がますます問われる時代になってきま



した。このことから、地域力の育成、醸成については精力的に取り組んでいかなくてはならない課題の一

つであると考えます。佐藤市長は、これまでさくらんぼや花にこだわったまちづくりを精力的に展開して

きましたが、地域力向上のためにも新たな展開も必要と考えます。寒河江独自の手法で新たな市産品のブ

ランド化など寒河江のイメージアップにつながる新たな戦略をどのように考えているのか、お伺いいたし

ます。 
  次に、通告番号４番、地上デジタル放送化に向けた市の対応について質問いたします。 
  地上放送テレビのデジタル化につきましては、情報通信基盤整備の取り組みとして世界的に進行され、

日本においても高度通信ネットワーク社会推進戦略本部が2001年に策定したｅ―Ｊａｐａｎ重点計画の中

でテレビ放送のデジタル化を推進するとされたため、普及、拡大に向けて2003年12月、東京、名古屋、大

阪の三大首都圏を皮切りに始まっています。2006年じゅうには全国の県庁所在地でもスタートし、2011年

７月24日には現在のアナログ放送は全面停止し、地上デジタル放送に完全移行する予定となっております。 
  なぜデジタル化なのかというと、コンピュータをはじめ、あらゆるメディアがデジタル化され、デジタ

ル信号が世界共通言語となる中、アナログで残っているのがテレビとラジオだけとなり、取り残された状

況となってしまったことが挙げられます。また、デジタル技術には映像や音声の信号を圧縮して一度に多

くの情報を送ることができるという特徴があり、これによって高度な放送サービスが可能になるとともに、

デジタル化することによって現在アナログテレビ放送で利用している周波数帯の３分の１をあけることが

でき、携帯電話や新たな無線サービスに活用できることなどが背景にあります。 
  地上デジタル放送は、イギリスが世界の先頭を切って1998年に始めました。現在では、アメリカ、スウ

ェーデンなど20以上の国と地域で放送されています。これまでテレビといえば一方的に放送局がつくった

番組を見聞きするだけでしたが、これからは見るテレビから使うテレビというように大きく変化していく

ことになります。 
  現在山形県の状況は、デジタルテレビジョン放送開局が2005年12月から実施され、2006年６月には県内

の全テレビ局で開始済みとなっております。しかし、現在の放送エリアを見てみますと、寒河江市内全域

が対象となっておりません。 
  ここで質問いたします。2011年まで地上デジタル化による市内受信エリアは徐々に拡大されていくと思

いますが、どのような予定になっているのか伺います。また、寒河江市内において、地上放送のデジタル

化に伴い、難視聴地域発生の有無と生じると予想された場合、その対応策についてお伺いいたし、第１問

といたします。 
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〇新宮征一議長 佐藤市長。 
   〔佐藤誠六市長 登壇〕 
〇佐藤誠六市長 まず、山形セレクションについての御質問にお答えいたします。 
  このセレクションにつきましては、今年の３月、山形県が山形セレクション認定制度実施要綱を策定い

たしまして、農林水産、加工食品、地場産業型工業、観光関連サービスの４分野について、県独自の認定

基準、山形基準に基づき、高品質の県産品サービスを選定、セレクションといいますか、選定しまして、

全国、世界に向けた戦略的な売り込み、プロモーションと言っていますけれども、を助長しながら、それ

らを生み出すところの地域の力の育成、醸成、インキュベーションを行うという高い品質の産品、サービ

スを生み出す産業基盤を醸成していくための総合的な産業政策でございます、御指摘のとおりでございま

す。 
  現在セレクションに認定されたのは、さくらんぼ、枝豆、米、リンゴ、西洋ナシなどの農産物に関して

の対象品目と農協等の団体と個人の生産者が認定されておるようでございます。 
  山形セレクションについての御見解の御質問でございますが、セレクションの基軸は、品質の高い県産

品、サービスが認定される際の全国、世界に誇れる基準、いわゆる山形基準であり、山形セレクションの

ブランド価値を約束、表明するとあります。認定されたものは、市場、消費者に対しての品質価値の保証

となり得るものであり、また生産者、事業者においてはすぐれたものづくり、サービスの提供における目

標となるものであります。さらには、山形県のイメージアップ、県民の本県への愛着、誇りの醸成につな

がるものとしております。 
  セレクションの目指す方向はブランド化でありますが、これまでもそれぞれの団体等においてブランド

化を進めてきたわけでありまして、ブランドの確立しているものも含め、高い基準を設けて選定し、知事

が先頭に立ってＰＲに努め、ブランド化を図っていくわけですが、御承知のとおり消費者、市場において

認知され、受け入れられていくことが大切であると思います。同時にすぐれたものづくりを提供する自力

を高め、さらに高い品質のものを生み出すための産業基盤の醸成強化をどのようにして図るかが最も重要

であると考えております。制度そのものがスタートしたばかりであり、セレクションの認定が進められ、

マスコミ等で注目を浴びておりますが、同時に産業基盤の醸成について積極的な支援等の施策展開が重要

であると考えております。 
  次に、山形セレクションは、ある意味で差別化的な要素が発生しているのではないかとの御質問でござ

いますが、山形セレクションにより認定された県産品、サービスにセレクションのブランドマークを表示

するということは、他の産品、サービスとの視覚的な差別化を図るものであり、本県ブランドの確立を目

指していこうとするものであります。そうすることによって、本県独自の高い基準に基づき、厳選された

ものがブランド化されるということであります。 
  一方、県内の事業者間における技術力の競争について考えたとき、その優劣はどこにでも存在するわけ

ですが、セレクションの認定を行うということによりその度合いが明確化されるということは、現実問題

として出てくるのではないかと思います。セレクションに漏れたことでそれらの商品価値としてあらわれ

たり、価格に反映されたりと生産意欲や技術力向上に響かないかと心配されます。差別化が必ずしも悪い

とは申しませんが、商品力、供給力の向上支援、技術、技能の向上支援、すぐれた人材、後継者の育成支

援といった産業基盤の醸成強化策について、しっかり取り組むことが重要であると考えております。 



  次に、地域力向上のためあるいは寒河江のイメージアップのために、寒河江としてブランドの確立と今

後の戦略についてのお尋ねがございました。 
  寒河江ブランドとして確立されているものは、御案内のように日本一のさくらんぼの里さがえや花・緑・

せせらぎで彩る寒河江、そして東日本一のバラや東北一の神輿祭りがありますが、それらが名実ともに全

国に認められるまでに至った経緯は、それぞれのキャッチフレーズをまちづくりの根幹に据え、市民と行

政が一体となった取り組みを長期にわたり継続してきたことが実を結んだものであります。これらの実績

と培われた大いなる自信を土台にしながら、本市のイメージアップにつながる新たな戦略についてでござ

います。 
  第１に、今年の４月に策定しました第５次寒河江市振興計画でうたっている「歴史と文化の織りなす気

品ただよう美しい都市」にもありますように、寒河江の歴史と文化を生かした施策を展開していきたいと

考えております。このため、本市の歴史と伝統に誇りを持ち、市民が意識を共有し、高めていくことが最

も大切であると思っております。その価値が再認識されてきている本山慈恩寺の歴史や文化財、大江氏な

どにゆかりのある史跡や寺社、古くから伝わる民俗芸能や伝統行事、茶席「臨川亭」を通しての茶の文化、

緑豊かな美しい景観などそれらにちなんだネーミングや商品開発によりまして、ブランド化やイメージア

ップも図らなければならないと考えております。 
  第２といたしまして、既に認知されているものを改善、充実していくことと考えております。その一つ

が「紅秀峰の里さがえ」に取り組み、主産地としての確立に努めていきたいと考えております。 
  第３は、本市が有するすぐれた資源を磨き上げることだろうと思います。温泉のまち寒河江として充実

を図るとともに、滞在型観光の拠点として広域的な位置づけを図っていかなければならないと考えており

ます。 
  第４点といたしましては、新たな商品開発であろうと思います。本市が有するすぐれた資源や伝統工芸、

特産品を生かした取り組みが挙げられます。例えば酒造米、酒づくり米として栽培している「豊国」の稲

わら草履が現在全国的に注目を受けておりますし、また特産の里芋つるりの利用による新製品の開発など

伝統的な地場産業と農産物による新しい産業の創出も見えてきております。 
  以上のような商品、産品を市民や地域の人々に認知していただくことが必要であり、このための情報の

発信や売り込み、支援が重要であり、これらを一体的に展開していくことが大切であると考えております。

こうしたことから、地域力の増進には本市の歴史や文化に学ぶことが最も大切であり、そこから愛郷心が

芽生えてまいります。こうした取り組みから寒河江らしさを打ち出し、さらに継続したアピールを市内外

に行っていくことが寒河江ブランドをつくり上げていくものと考えます。 
  次に、地上デジタル放送化に向けた市の対応についてお答え申しあげます。 
  御案内のとおり地上デジタル放送は、電波の有効活用やテレビ放送の高画質化、高機能化を図り、さら

に多チャンネル化やデータ放送などにより多様な情報提供を図るために、2011年７月24日で現行アナログ

放送を終了し、テレビ放送をデジタルに変更するものであり、電波法の改正によって定められたところで

ございます。御指摘のとおりであります。 
  本県におきましては、2005年12月より村山地区でＮＨＫをはじめとする三つの放送局で本年６月よりす

べての放送局でデジタル放送が開始されております。 
  ＮＨＫに確認しましたところ、本市におきましては2005年12月の放送スタート時より高層建造物や山陰

などの受信障害発生地域を除き受信が可能とされており、自宅設置のアンテナでＵＨＦ波による受信が可



能な地域は、地上デジタル放送も受信可能で、現行よりもきれいな画質で受信できるだろうとのことであ

りました。 
  また、難視聴地域の有無についてでございますが、一つには、高層建造物による受信障害解消やマンシ

ョン、アパートなどの共同アンテナを設置している箇所で地上デジタル放送受信のための機器未設置によ

る受信障害が懸念されますが、こちらについては建造物等の所有者が対応すべきところでありますので、

今後周知を行ってまいりたいと考えております。 
  二つ目の地理的要因による難視聴地域がありますが、下谷沢、いこいの森近くでございます。それから、

幸生及び田代の３地区が難視聴地域として懸念されると思っております。これまで本市において、平塩、

中郷、幸生及び田代の４地区が難視聴対策事業によりＮＨＫと地区住民で、また下谷沢地区においては市

のコミュニティ活動育成補助を受け、地区住民と共聴施設を設置し、テレビ放送電波を受信しております。

ＮＨＫに確認したところ、平塩、中郷の施設については、地上デジタル放送移行に伴い、受信障害が発生

しないとの調査結果から廃止が決定したということであります。他の３地区については、地上デジタル放

送への対応を検討していかなければなりませんが、幸生及び田代について共同設置者のＮＨＫでは、来年

度からの対応になるということでありました。 
  本年８月１日の総務省の情報通信審議会の地上デジタル放送の利活用のあり方と普及に向けて行政の果

たす役割についての第３次中間答申が出されておりますが、その中において辺地共聴施設への対応が盛り

込まれているところであります。今後は、国及びＮＨＫの動向を見きわめ、連絡をとりながら対応を進め

てまいりたいと考えているところでございます。 
  以上でございます。 
〇新宮征一議長 この際、暫時休憩をいたします。 
  再開は11時５分といたします。 
    休 憩 午前１０時５０分 
                 
    再 開 午前１１時０５分 
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〇新宮征一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
  楳津博士議員。 
〇楳津博士議員 第１問の御答弁いただきましてありがとうございました。第２問に入らせていただきます。 
  私は、山形セレクションというのは、これまで各自治体で物品をブランド化して販路拡大をやっていこ

うというようなことを取り組んでいる中で、一定の基準を設けて整理した、そして取り組んでいるという

ことで、私自身は評価しております。 
  あと差別化についてなのですけれども、農業を営んでいる方にさまざまお聞きをしたのですけれども、

これは強制的にやらせるというものではなくて、自分が自信を持ってつくったものを自分が応募して評価

して認定してもらうと。ですから、差別化だとは思っていないということを言っておりました。市長のお

っしゃるとおり、やっぱり総合的な観点から産業基盤の整備というものをやりながらこういうことを一緒

になって進めていくということが一番大事だと思っております。 
  御存じのとおり山形セレクションに応募するには、農業規模、年間の生産高とかいろんな条件がついて

まいります。それで、自分がこだわってつくったものをこれに応募したくても実際応募できない。そうい

う方は、部会などをつくって、まとまって一緒になって物をつくって応募したりとかして認定をもらって

いるというのが現実であります。そういうことから考えますと、先ほど言った全体的な底上げを図りなが

らやっていく一つの意味として、私は山形セレクションに寒河江市行政としても何らかの助言または手だ

てが必要ではないのかなというふうに考えております。 
  そこでお聞きいたします。山形セレクションについて、寒河江市としてどのような助長をしていくのか、

考えがあるのか、お伺い申しあげます。 
  先ほど里芋つるりという言葉が市長の方から出てまいりました。一つの例を挙げさせていただいて質問

をさせていただきますが、第５次振興計画基本計画の第３章第５節に地域経済の活性化と新たな産業の創

出、本市特産である里芋つるりの親芋を利用した新商品開発の企画と書かれております。これはどういう

ことかなということで私も調べたのですが、里芋つるりの親芋、これはやっぱり商品価値がないというこ

とで、最終的には捨てられて処分されてしまっているのが現状だそうです。せっかくつくった里芋の親芋、

これを何か有効利用できないかということで、ある酒造会社と話をしまして、その親芋を使ってしょうち

ゅうをつくれないだろうかというような発想が浮かび上がり、早速その酒造会社は国税局の方に認可をも

らうために申請をしたそうです。 
  しかし、なかなかこの現状の中で簡単にそういう新しく輩出するしょうちゅうについて認可がおりない。

寒河江市の方でもバックアップをして、寒河江市の特産であると、つるり芋は特産であるという形で書面

で出してくださったということも聞いております。 
  しかし、国税局の方では、まだ寒河江市の特産品であるということは、生産量とかいろんなことから認

めていないのが現状だそうです。それで、現在とんざしているという話でした。大変おもしろいアイデア、

発想を持って、むだをなくして、そして新しい商品開発に向かっているということをお聞きして、何とか

こういうことを進めて、新たな寒河江の特産品としていくべきではないかというふうに私も考えておりま

した。当たり前のことですけれども、新商品の開発におきましては、実を結ぶためにはさまざまなことを

クリアしていかなくてはならないというのがやっぱり現実でございます。 
  振興計画の中に、伝統的な地場産業と農産物による新しい事業や新分野にかかわる起こす起業を積極的



に支援すると挙げておりますけれども、どのようなスタンスで支援策を考えているのか、お伺いいたしま

す。 
  次に、地上デジタル放送につきましてですけれども、どういうことかといいますと、地上デジタル放送

は画像と音声をゼロと１のデジタル信号に置きかえて送ってやるということでございます。現在のアナロ

グ放送と比較しますと、約５倍の207万画素、それだけ鮮明に映像と音が皆様のもとに届くというようなこ

とでございます。 
  先ほど言ったように、2011年の７月24日に今のアナログ放送がすべて廃止になるわけですから、この５

年間で私たち受信している人間としては、デジタルに対応したテレビを買いかえるかまたは今のアナログ

放送を受信しているテレビにデジタルチューナーを買いつけるか、買いかえるかといいますか、つけます。

そういうふうに金銭的にかかって選択をしなければならないという猶予期間になっているわけです。 
  山形県における日本放送協会、私もちょっとＮＨＫのことをお話しさせていただきますが、地上デジタ

ル放送受信エリアのカバー率の予定をちょっと話させていただきます。2006年末に県内の94.2パーセント、

2008年末に97.3パーセント、2010年末に98.1パーセント、この比率というのはシミュレーションでやって

おりますので多少の誤差は生じると思いますが、今アナログ放送、現在の放送を見れる家庭を100とした場

合に2010年末で98.1パーセント。ということは、1.9パーセントの今テレビの映っている方が見れなくなる

という数字であります。これは、必ずしもこの寒河江地区のどこかに当たるかということはこれからの展

開ではっきりはしておりませんけれども、全くないとも言えない。こういう数字があらわれております。

まだ始まったばかりということもありますけれども、今後当局の方でもこのデジタル化に伴いまして、推

移をずっと見守っていただきまして、地域間格差のないような形で2011年の７月を迎えられるように御配

慮の方をお願いしたいと思います。 
  あともう一つなのですけれども、先ほど言われた難視聴地域、これ総務省の方では概算要求として平成

19年度11億6,100万円の国に対する助成を要求しております。まだ決定ではありませんが、もし何かあった

場合そういう予算も使っていくような考えを頭の隅の方に置いていただいて、何とか全地域が平等に見ら

れる体制を整えていただきたいというふうに思います。これは要望となります。 
  これで第２問を終わります。 
 
 

 

http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/038.pdf
http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/040.pdf


平成18年9月第3回定例会 

〇新宮征一議長 佐藤市長。 
〇佐藤誠六市長 今回の山形セレクションというのは、御指摘もありましたし、答弁も申しあげたところで
ございますけれども、要はこれまでのブランド化とあるいはブランド品というものは、産品だけに限らず、

観光面でもこれを広げていくということだろうと思っています。 
  それからもう一つには、高い水準に位置づけるということ。そして、産業基盤そのものを構築していく、

醸成していくと、こういうこと、簡単に言いますとそういうように理解していいのではないかなと、この

ように思っております。そういう中で、御指摘のように全体的な底上げを図るということだろうと思って

おります。 
  そこで、このセレクションに対しての寒河江市としての助言、指導のあり方のお尋ねがございました。

やっぱり私は、ブランド化の上のまた高水準のブランド化ということでアピールしていこうということで

ございますから、それに漏れるということになりますれば、やっぱりランクづけというものが否定できな

いわけでございますから、せっかくこういう山形ブランド品というものをつくろうとしておるわけでござ

いますから、こういうせっかくの制度というものをやっぱり十分に利用するといいますか、活用していく

ということが必要だろうと思っておりますし、そのことによって寒河江市の産業基盤づくりが可能になる

ということでありますれば、やっぱりそれに向かって進まなくてはならないと思っております。 
  それから、里芋としょうちゅうと、一つの事例を挙げての御質問かと思いますけれども、やはり第１問

で答えましたように、生産減反されましたところの土地、農地を利用して、そこに豊国を植えると、そし

てそれを草履づくりに資する、そしてまた豊国米でつくったところのお酒というように考えて今実施され

ておるわけでございますけれども、この里芋にしましてもやはり必要なのは、そういう農家の方々と企業

の方と、それから行政というものが一体となってそういう里芋をいかに生産量をふやして……ふやしても

それを使い道がない、消費されることがなければ農家の方々もつくらないようになりますから、それをし

ょうちゅうに使うという醸造主ということとの連携ということが必要だろうと思っておりますし、それを

結びつけるところの行政の支援と。やっぱり行政の後押しということが消費地に向けてもあるいは企業間

においてもこれは大きな力になるかと、このように思っておりますので、やはり行政と一緒になって、そ

してまたその販売網というものをこれを開拓するということが、これもまた必要だろうと思っております。 
  寒河江の酒は、非常に有名なわけでございますけれども、寒河江のしょうちゅうと。それが里芋からつ

くったというようなことになりますれば、また九州や沖縄のしょうちゅうと違った意味での寒河江のしょ

うちゅうというイメージといいますか、産品としてのこのブランド化といいますか、それができるのでは

なかろうかなと、このように思っております。 
  それから、ですからこの起業、いわゆる起こすと、業を起こすと、起業に対するところの支援というよ

うなことにつきましては、今言った農家の方あるいは醸造主とかあるいは販売の分野とか、そういうとこ

ろの結びつきというものを行政としては考えていかなければならないと、このように思っております。 
  それから、アナログ放送からデジタル放送に切りかえた場合、いわゆる難視聴地区が生じはしないかあ

るいは生じたときの対応というようなことについてのお尋ねでございますけれども、第１問にも申しあげ

ましたように、いろいろＮＨＫと関係方面に聞いておりまして、その対策を考えておるところでございま

すので、おっしゃられましたような国なりあるいはＮＨＫでございますか、そういう助成の制度があると

いうことにつきましても十分勉強して、住民の負担にならないようにあるいは市としての負担にも余りな



らないようにうまく活用した中で、このデジタル放送を市民挙げて全員がきれいな画像で見られるという

ような方向に努力してまいりたいと思っております。 
  以上です。 
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〇新宮征一議長 楳津博士議員。 
〇楳津博士議員 ありがとうございました。やはり新しいブランド化に向けたこの寒河江の新しいＰＲ、大
変重要だと思っております。でき得る限り行政としてできることは手を携えて一緒に取り組んでいくとい

うことをお願いしまして、質問を終わります。 
  ありがとうございました。 
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    川越孝男議員の質問 
 
〇新宮征一議長 通告番号５番、６番について、16番川越孝男議員。 
   〔16番 川越孝男議員 登壇〕 
〇川越孝男議員 私は、通告している課題について、市民の方々から寄せられた御意見や職員の切実な声を
もとに、私の考えや提案も含め順次質問しますので、市長並びに教育委員長の誠意ある答弁を求めるもの

であります。 
  通告番号５、市政一般について、①保育所の整備について伺います。 
  一つは、なか保育所の子供たちの送迎時の安全対策と周辺道路の混雑解消策についてであります。周辺

の道路事情からして、送迎時には大変混雑しており、特に冬期間は苦労されています。これまで事故が起

こらないのは不思議なくらいとの声を地域住民や保護者を含む保育所関係者から聞きます。この対策とし

て、隣接の空き地、元営林署の官舎が建っていた土地を取得し、活用することで送迎車の流れをスムーズ

にすることが可能であると思います。土地の取得にはタイミングがあると思います。これまでも担当課と

協議してきました。当局においても、土地開発公社を含め具体的に対応されていることを承知しています

し、評価をしているところであります。相手の方でもその土地の有効利用計画があるようです。 
  しかし、なか保育所の整備の面からすると、どうしても必要な土地だと思います。従って、双方が成り

立つように、代替地等も含め、誠意を持って協議し、実現を図ってほしいと思いますが、現状と課題及び

見通しについて伺います。 
  二つは、保育所のトイレの整備について伺います。 
  一つは職員用、いわゆる大人用トイレの確保の問題です。保育所全体に共通するわけですが、なか保育

所の場合で申しますと、職員用トイレは一つしかありません。職員は、保育士、調理師を含め、全体で27

名だそうです。もちろん交代制もあるので、常時27人ではありませんが、利用時間が集中し、込み合うた

めに水分を控えることもあるそうです。職員にとって切実な問題となっています。 
  今保育所は、地域に開かれた運営を行っており、保護者や地域の方々も男女を問わず来所される方が多

くなっております。もちろん男性の保育士もいるわけであります。従って、大人用のトイレの数が少ない

ことと男女の性別区分けの必要性があることであります。 
  二つには、子供用トイレの整備、改修であります。なか保育所の子供用トイレを見て啞然としました。

男子、男の子供の大便用と女の子のトイレとして、和式便器のものと障害者兼用として洋式便器が一つあ

りますが、それぞれの便器が横向きでなく、入り口に向かって前向きにつくられています。ところが、入

り口のドアが取り外されたまま丸見えの状態になっているのであります。性的な恥ずかしさを受けること

は、まさに幼児虐待になるのではないでしょうか。このようなことが市立保育所の中にあってはならない

と思います。職員の方々も前から要求しているが、いまだ改善されないし、しつけ上も問題あると心を痛

めているのであります。 
  そこで、２点について伺います。一つは、保育所におけるトイレ設置基準はどうなっているのか。二つ

には、指摘した現状は人権にもかかわる問題であり、直ちに改修すべきと思いますが、市長の見解を伺い

ます。 
  ２番目に、チェリーランド河川敷公園内へのトイレ設置について伺います。 



  平成15年６月議会で、今は亡き安孫子市美夫議員の質問に対し、河川法上仮設トイレも考えられるが、

悪臭や衛生面、景観を考慮すると仮設トイレはふさわしくないとの答弁でした。さらに、公衆トイレと各

施設のトイレを利用してほしいというものでした。この答弁を受けてからも河川運動公園を利用している

方々からは、トイレを設置してほしいとの声が引き続き寄せられています。山形市の馬見ヶ崎河川公園内

や中山町の最上川河川敷公園内にもトイレがあります。いずれも洪水時には撤去するということで、占用

許可を得たいわゆる仮設トイレです。不特定多数が利用し、悪臭や衛生面、景観上も格別問題はないと思

います。そこで、再度設置について市長の御見解をお伺いいたします。 
  ３番目には、カメムシ対策について伺います。 
  カメムシ被害は、法律や県条例が改正され、いわゆる野焼き禁止が打ち出された平成12年ごろから平坦

部にもあらわれ、その後拡大し、大きな問題になっています。以前は、春の堰払いなどの際に野火をつけ

て水路沿いや畦畔の枯れ草を焼くことで、越冬した病害虫の駆除がされていたものと思います。ところが、

野焼き禁止後は野焼きができず、夏季間に大変な苦労をしながら、草刈りなどの除草、殺虫剤散布などに

よる防除方法がとられています。しかし、被害は防ぎ切れていません。私は、農薬が出る以前から何千年

もの間行われてきた野焼きの効果を見直す必要があると思います。もちろん環境問題を軽視するものでは

ありません。 
  そこで、現行の薬剤を使用する防除方法と従来の野焼きによる方法が生産者や消費者、地域住民にとっ

てどちらのリスクが大きいか、農業団体などと一体となって調査をすることを提案します。その結果を公

表し、住民の理解を得る中で有効なカメムシ被害撲滅対策が講ぜられるべきと思いますが、市長の見解を

お伺いいたします。 
  ４番目に、既存公園の維持管理について、いこいの森の管理について伺います。 
  指定管理者制度によって、いこいの森管理会が管理をしており、大変努力されている姿を見ています。

ところが、この夏の埼玉県ふじみ野市のプールで女児死亡事故発生以来、特に安全管理について心配され

ているようであります。管理会として危険と思われる箇所については、写真をつけて担当課に報告されて

いるとのことですが、３点について伺います。 
  一つは、沼周辺の安全対策について、特に除水吐きと周辺の防護さくの欠落箇所について即対処すべき

と思いますが、どのように認識され、対応される予定なのか伺います。 
  二つは、指定管理者制度のもとであっても、安全にかかわる施設整備については、基本的に市でやるこ

とになると思いますが、どうなっているのかお伺いいたします。 
  三つには、39種類１万本を超える樹木を植栽し、39ヘクタールの面積を散策できる林間歩道がつくられ

ているわけでありますが、松くい虫被害木の倒木の危険などから、一部を除いて歩道の刈り払いもされず、

放置された状況にあります。しかし、防犯面や以前可能であった林間歩道での森林浴や林間オリエンテー

リングなどいこいの森全体が活用できるように、林間歩道をも含めいこいの森全体の維持管理をする必要

があると思いますが、御見解を伺います。 
  ５番目に、土地開発公社の用地取得価格の適正化について伺います。 
  土地開発公社の平成17年度決算に、代替土地が原価から時価評価への評価がえが載っています。それに

よると、代替土地の畑が10アール当たりに換算すると、土地代300万円に補償費97万５千円をプラスして取

得した土地が120万円になっています。同様に田が380万円で取得したものが時価評価200万円となっていま

す。中１年を置いただけで40パーセントに評価が下がっているのであります。問題なのは、200万円の田を



380万円で買い、120万円の畑を300万円で買っていることだと思います。これでは土地開発公社が農地の価

格引き上げをしていると言われかねませんし、農地の集積への影響も心配であります。 
  公社の土地の取得に当たっては、不動産鑑定などをして適正な価格で取得されていたと思いますが、な

ぜこのようなことになっているのか、また今後このようなことが起きないようにどうされるのか伺いたい

と思います。 
  次に、通告番号６、寒河江市教育振興計画について、中学校給食について伺います。 
  私は、７月に文教厚生常任委員会で千葉県松戸市の中学校給食について視察研修をしてまいりました。

松戸市における中学校給食の特徴は、弁当と給食の選択、献立メニューの選択ができること、それに直営

と委託の両方があるものの、全校が自校調理でやられていることでありました。松戸市における中学校給

食実施までの経過は、昭和51年に13万人の署名による中学校完全給食を求める陳情に始まり、教育委員会

は調査会を設置し、昭和54年に時期尚早、56年には現在やるべきでないとの答申を受け対処してきており

ました。昭和59年に総合計画策定に合わせアンケートを実施した結果、保護者の69.02パーセント、一般市

民の51.61パーセント、教職員の31.63パーセント、生徒の44.08％、アンケート全体では49.08パーセント

が賛成と、市民の半数が中学校給食を望んでいることが判明しました。 
  しかし、その後も教育当局の基本方針に変化がないことから、市議会は昭和62年に中学校給食懇話会を

設置し、中学校給食について生徒の心身の健全な発達を図るためにはいかにあるべきかを主眼に、実態を

踏まえた調査研究のもと、一つは小学校給食の延長ではなく、家庭と生徒の多様なニーズの選択が可能と

なる創意と工夫に満ちた給食の提供が望ましい、二つには中学校の給食事業を進めるに当たっては、松戸

市中学校給食事業基本方針というべき事業の基本的な方針を定めて取り組むことが望ましいとの答申をま

とめ、63年７月に市長に提言しているのであります。 
  これを受けた当局は、63年10月には事業開始準備委員会をスタートさせ、予算措置、準備室の開設と議

会の提言を真摯に受けとめ対応されてきておりました。平成２年５月には、国の許可を受け、６年には弁

当と給食の選択、献立メニューの選択、自校調理直営方式での試行が２校で実施されました。その後、平

成４年から７年まで毎年４校から６校ずつ拡大され、平成７年には21校全校で実施されていました。 
  このように、中学校完全給食が必要な人と必要でない人の違った住民要求を解決するためには、やるか

やらないかだけでなく、住民に選択できる内容にすることはこれからますます重要になってくると思いま

すし、学ぶべきだと思います。 
  寒河江市振興審議会は、第５次振興計画基本計画について審議結果を意見書にまとめ、２月10日に市長

に答申しています。その中で、中学校給食について、第６章第２節、食育の推進で中学校給食については

教育振興計画の中でということであろうが、進めるべきであるとなっています。 
  ところが、今回議会に示され、検討委員会に諮問された教育振興計画素案を見ますと、学校における食

育の主な取り組みとして、希望者に対する弁当販売方式の検討（中学校）となっています。これでは、振

興審議会の審議経過や答申が尊重されていません。審議会に参加した委員の一人としては、まさにだまさ

れた、裏切られた思いであります。寒河江市振興審議会の会長は、市教育委員でもあります。寒河江市振

興審議会やその会長としての権威はどうなるのでありましょうか。また、振興審議会には教育委員会所管

の課長等も出席しており、経過は十分承知しているはずであります。なのに市教育委員会が示した今回の

素案では、市民や振興審議会の委員の信頼を損なう行為であると指摘せざるを得ません。 
  そこで伺います。振興審議会の審議経過と答申を尊重し、市教育振興計画素案に示された希望者に対す



る弁当販売方式の検討（中学校）を削除し、小学校、中学校の完全給食の実施を追加し、23名の委員の方々

に多角的な観点から検討してもらうようにすべきだと思いますが、教育委員長の見解をお伺いいたしまし

て、第１問といたします。 
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平成18年9月第3回定例会 

〇新宮征一議長 佐藤市長。 
   〔佐藤誠六市長 登壇〕 
〇佐藤誠六市長 お答えいたします。 
  まず、保育所の整備についてでございます。 
  なか保育所の隣接地である、山形森林管理署山岸職員宿舎敷地の取得についての御質問であろうかと思

います。この件につきましては、平成14年９月の一般質問にもあり、山形森林管理署に譲渡のお願いをし

ましたが、譲渡に関しましては明確な回答は得られなかったところであります。 
  そして、今年の５月に宿舎の解体がなされたことを機会に、改めて保育所児童の送迎時の交通安全確保

と環境整備の観点から取得に向けてお願いに行ってきたところであります。 
  山形森林管理署としましては、建物の老朽化に伴い解体したが、官舎整備の具体的な方針が定まってい

ない段階では処分は考えていないとのことでありました。そこで、官舎の建設地を他に移すことの方法な

どについてもお願いしたところでありますが、代替地による交換はできないとのことであり、現段階での

取得については困難と考えておるところであります。 
  ただし、森林管理署の状況が変わって、売却や交換が可能となった場合は、市に連絡をいただけるとの

返答をいただいておるところであります。 
  次に、保育所職員及び児童用便所の整備についてでございます。 
  市立保育所は、御案内のように昭和47年にみなみ保育所を開設し、その後昭和52年にしばはし保育所、

以後順次整備を行って現在に至っているところであります。 
  施設の整備基準を示す最低基準では、便所の便器等の数に基準はありませんが、入所児童の定員や職員

数を考慮して、建物全体の基準面積の中で整備を行ったものであります。市立保育所全体として、建設当

時と現在では社会情勢及び職員体制についても大きく違ってきており、数量等では十分でないと思われま

すが、現状での改修は困難であり、お互いに休憩時間を調整しながら対応していただいております。 
  また、なか保育所の児童用の便所についてのことでございますが、男子用の小便所は５個で、女子用の

便所は和式が３個に洋式が１個となっており、洋式は障害児用への介助として和式から改修して整備した

ものであります。 
  しかし、今の時代、各家庭では洋式がふえており、児童が和式ではなれなかったり、不安に感じたりす

ることもあり、今後整備計画を立てて順次和式から洋式へ考えていかなければならないと考えているとこ

ろであります。 
  次に、チェリーランド河川敷公園内へのトイレ設置のことでございます。 
  河川敷公園８ヘクタールの中に、全天候型テニスコート４面、ゲートボール場６面、野球やサッカーの

できる多目的球技広場があり、その他にも軽スポーツやイベント、憩いの広場としての多目的広場、さら

に野外で食事が楽しめる芋煮広場、水遊びが楽しめる親水空間があります。昨年の年間利用者数は約３万

1,000人で、市内外からの方々より利用いただいておるところでございます。 
  チェリーランドは、チェリーランドさがえ及びさくらんぼ会館などと河川敷公園は一体的な計画の中で

整備されており、河川敷公園利用者の用便はさくらんぼ会館のトイレ、チェリーランドさがえのトイレ及

び公衆トイレを使用されるように計画し、適切に配置されております。従いまして、公園利用者にもこれ

らのトイレを使用されるよう伝えておるところでございます。 



  次に、カメムシ対策でございます。 
  カメムシは、稲の出穂期に畦畔、農道などから水田に侵入し、穂に害を与え、米の等級格下げの要因と

なる斑点米を引き起こす害虫であることから、斑点米カメムシとも呼ばれ、近年その被害は本県をはじめ

全国的に増加傾向にあります。本市においてもここ数年被害が目だってきており、２等米以下の等級格下

げ要因の中でカメムシ被害が第１位となっております。このため、県や市町村、ＪＡなど行政と民間が連

携した高品位米づくり運動を進めるための米づくりやまがた日本一運動県本部及び今年から設立された県

や西村山管内の市町、ＪＡなどで組織するところのさがえ西村山カメムシ被害撲滅対策本部では、カメム

シ防除について関係機関団体と連携しながら、地域が一体となった組織的かつ効果的な防除対策の取り組

みを推進しているところであります。 
  現在のところ、カメムシの防除対策としては、カメムシの発生源である農道、畦畔などの草刈りの徹底

により生息場所をなくすことや農薬散布による一斉防除が効果的とされており、米づくりやまがた日本一

運動県本部やさがえ西村山カメムシ被害撲滅対策本部では、数回にわたる生息調査を実施し、稲作だより

などで情報を随時提供しながら、一斉草刈りウィークの設定や地域ぐるみの防除の呼びかけなどを実施し

ているところであります。 
  さらに、生息調査によれば、航空防除の対象から除かれている遊休農地や雑草地などにおいて発生数が

多い事例が見られることから、ＪＡ水稲部会では支所単位に道路ののり面や雑草地などのカメムシ多発箇

所において独自に一斉防除を実施しております。今後とも地域を挙げてそれらの生息場所の草刈りや防除

の徹底を図ることが重要であると考えております。また、カメムシの生息場所の一つと見られる道路や線

路ののり面、河川堤防などについても、関係機関に対して毎年カメムシの発生状況に合わせて、期間を限

定した草刈りの実施、７月末までですとカメムシをふやさないためと、そしてまた草刈り中断、いわゆる

８月１日から８月の末、いわゆるカメムシを水田に追い込まないためということでの雑草管理について協

力要請を行っているところであります。 
  それで、畦畔などの野焼きについてでございますが、廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条の２の

規定によりまして、周辺環境に与える影響などから近年は行われなくなってきております。野焼きとカメ

ムシ予防の関係については、現在のところ明確な因果関係が不明であり、米づくりやまがた日本一運動県

本部やさがえ西村山カメムシ被害撲滅対策本部、そして農業技術普及課などの関係機関などと連携を図り

ながら、その因果関係と周辺環境に与える影響等の調査について検討してまいりたいと考えております。 
  次に、いこいの森の施設の維持管理のことについてにお答えいたします。 
  御案内のようにこの施設は、花と緑と水辺のまちづくりを目指し、谷沢沼周囲の面積39ヘクタールの恵

まれた森林を整備し、憩いと遊び、自然との触れ合いの森として平成３年にオープンしたものでございま

す。施設の安全対策は市の責任で行うべきではないかとのことでございますが、施設の管理については今

年度より指定管理者として寒河江市いこいの森管理会に業務を委託しており、基本協定並びに事業計画に

基づき管理していただいております。施設の安全対策につきましては、指定管理者募集要項の管理仕様及

び基本協定に明示しており、安全点検や軽微な補修等は指定管理者において行うこととしており、それ以

外の補修等は市において行うこととしております。 
  それから、老朽化した施設の改修についてでございますが、開設から15年が経過し、風や雪に直接さら

されている木製の施設は、傷みの激しい箇所も見受けられるようでございます。特に沼周辺の転落防止さ

くや余水吐のカバーなどに傷みが見受けられます。常時巡回パトロールを行い、危険箇所については応急



処置を行っておりますが、応急処置が困難な箇所については使用を制限したり、利用者が近づかないよう

にするなどの方策をとっております。また、予期せぬことで沼に転落した場合のことを想定し、沼から脱

出できるようロープを水面にはわせているなどの安全策も講じております。すべての危険箇所を改修する

には多額の予算を必要としますので、危険度に応じて撤去または計画的に改修を進めてまいりたいと考え

ているところでございます。 
  次に、散策道路のことでございます。 
  今申しあげましたように、開設から15年の歳月がたち、県営生活環境保全林事業により植栽された樹木

や雑木の成長とさらには樹木の倒木などにより、現在では散策が困難な箇所もあるようでございます。従

いまして、予算の関係もありますが、できるだけ下刈りなどを行い、散策可能な状態にしまして、市民の

利用にこたえてまいりたいと考えております。 
  次に、開発公社の取得した土地の問題でございます。 
  今年の６月の定例議会に、行政報告として公社の決算書を提出し報告済みのものであります。公社にお

ける土地の取得価格は、理事会におきましてその都度報告されておりますし、今回の決算の理事会の前に

公社の役員協議会を開催いたしまして、評価減についてあらかじめ審議をしていただき、評価減を決定し

ているものであり、公社自体の問題と考えております。 
  しかし、公拡法により設立団体の長に公社の監督権が付与されておりますので申しあげますが、質問さ

れている当該案件の取得価格等につきましては適正であると思っております。 
  私からは、以上でございます。 
〇新宮征一議長 この際、暫時休憩いたします。 
  再開は午後１時といたします。 
    休 憩 午後 零時００分 
                 
    再 開 午後 １時００分 
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〇新宮征一議長 休憩前に引き続き会議を開きます。 
  教育委員長。 
   〔大谷昭男教育委員長 登壇〕 
〇大谷昭男教育委員長 教育振興計画素案にかかわって、中学校給食についてのお尋ねがございましたので、
お答えいたします。 
  このたびお示しいたしました教育振興計画の素案は、教育委員会の十分な検討を経て作成したものでご

ざいます。中学校給食について、その基本的な考え方については、これまでも議会の中でたびたびお答え

してきたところでありまして、今も変わっておりません。このことは先ほどもお答えしたところでござい

ます。 
  さらに、国においては、食育基本法の制定、そしてこれを受けた食育推進基本計画が策定され、国を挙

げての食育推進体制が構築されようとしており、ますます食育の重要性がクローズアップされてきており

ます。 
  このような状況の中で、身体的にも精神的にも自立に向けた大切な準備期間にある中学生にとっては、

さまざまな経験や人、社会とのかかわりを通して多くの事柄を身につけながら、自分の食を自分で選択し、

自分でつくるなどの体験を積むことが主体的に生きる力を養って、将来にわたり自分の健康を自分で守り、

つくっていくことができる資質を身につけるために重要であると考えます。このような観点に立って、中

学校においては弁当持参によるミルク給食を行いながら、学校、家庭、地域が連携して食育の充実を図っ

ていくことをうたったところでございます。 
  次に、希望者に対する弁当販売方式の検討についての御質問がございましたが、このことについては先

ほど石川議員にお答えしたとおりでございます。従って、このたびお示しした計画の素案については、そ

ういう考えに立っておりますので、現時点でこれを変更するという考えはございません。 
  以上でございます。 
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〇新宮征一議長 川越孝男議員。 
〇川越孝男議員 １問目の答弁をいただいたわけでありますけれども、もう少し議論を深め合わなければな
らない課題がいっぱいあるわけでありますけれども、項目も多かったし、残り時間の関係からして、さま

ざまな問題についてはまた別の機会にさらに深めていきたいという部分もありますので、全部でなくて、

その中で絞って２問をさせていただきたいというふうに思います。 
  それで、なか保育所の関係、駐車場の関係については、ぜひ状況、相手の方もあるわけですし、相手も

なか保育所の整備のためにはやっぱりあの土地が寒河江市として欲しいというこの状況もわかりますとい

うふうな、しかし向こうにもいろんなことがあるわけですので、ぜひ双方がうまくいくような形で、実現

するような形で引き続き努力をしていただきたいということを申しあげておきます。 
  それから、なか保育所のトイレの関係でありますけれども、今後順次整備をというふうなことであった

わけですが、やはり実態申しあげたとおりでありますので、早急に実現方をお願いをしたいということが

一つです。 
  それから、子供の女子あるいは男の子供の大便に使うこのトイレの関係、前の扉ないという状況、これ

はやっぱり異常だというふうに思います。従って、緊急にこれは対応していただきたい、そういうふうに

思います。 
  しかし、こういう問題、安全の面とか人権にかかわる部分というのは、現場では常に上げているのだそ

うです、何年も前から。ところが、今回のこのケースでも財政当局へ行くと上がってきていないというこ

とがありました。従って、１問目でも申しあげましたが、埼玉のあのプールの事故のようにこれを調査し

ろというふうになると全国的にすべてもうばっと上がるのですけれども、日常的に現場で働いている人た

ちが安全面あるいは人権が侵害されているような部分というのは、やっぱり現場にいる人一番わかるわけ

でありますから、そういうものが常に上に上がるシステム、そして予算づけの際には何を優先するかとい

うことを判断する際に、そういう安全の問題、人権が侵害されているような問題がやっぱり市長が判断す

る際に、予算づけを決定をする際に的確に見れる、そういう行政システムになっていないとだめなのでは

ないかなというふうな感じをしていますので、ぜひこういう点を受けとめていただいて、今後対応してい

ただきたい。特に子供用のトイレのドアの設置については、早急にしていただきたいというふうに思いま

す。 
  そして、なか保育所の職員用のトイレ一つしかないわけですけれども、それがあるというと、よその保

育所では職員用一つであっても、幼児用の……やむを得ない場合、ドアある子供用のトイレも利用できる

のだそうです。ところが、まるきり何にもないところではもう使えないと、本当に大変なのだというよう

なことで、前にはカーテン下げたときもあるそうです。しかし、カーテンではやりきれなかったというふ

うなことですので、ぜひ対応していただきたいということを申しあげておきます。 
  それから、いこいの森の関係で、安全の問題、安全対策の部分申しあげましたけれども、契約にも協定

にもあるように、軽微な部分は指定を受けた団体でするにしても、それ以外のものは市でというふうにな

っているわけですけれども、現実にこの担当者は、こういう問題ある、こういう問題あるというようなこ

とで感じるというわけ。しかし、もし事故起きたときにその管理者たちが対応していないのではないかと

言われたときに困るからというふうなことで、あの埼玉のプールの事故以降やっている人たちが本当に心

配になるというようなことがありましたので、ぜひ市がやるべき部分なども大分あるようですので、それ



らを市全体の施設のものを把握をしていただいて、そしてまさしく限りある財政の中で対処をしなければ

ならないわけでありますので、何が必要で何が緊急性あるのかということを19年度の予算をつくる際に、

そういう問題点が一つ一つ克服されるような形でお願いをしたいというふうに感じてそういう関係の質問

をしたところでした。 
  それから、カメムシの関係については、関係機関と検討したいというふうなことでありますので、ぜひ

そういうことでお願いをしたいと思います。撲滅対策本部でも野焼きのことが具体的に提起をされていま

す。それが住民の理解がないままに進んでいって、住民と生産団体とが対立するような形になったのでは

非常に困りますので、先ほど市長の答弁のようにぜひうまくいくようにお願いをしたいというふうに思い

ます。 
  それから、中学校給食の関係でありますけれども、教育委員会の中学校給食に対する考え方は基本的に

変わりありませんというふうに、きょう私にもあるいは前段の質問にもありました。 
  しかし、私松戸市の視察をして全く感じてきたのですが、打ち合わせの段階でも申しあげているのです

が、住民ニーズが多様化してきているわけです。あるいは中学校給食で具体的に言いますならば、中学校

の完全給食を実施してほしいという人と、いや、愛情弁当が大切なのだと、だから給食は必要ないと、弁

当とミルクで十分だという方と住民には考え方相反する考えになるわけです。もっと言えば、教育委員会

と住民との考えも違う形になる。 
  しかし、全員が一つだから物事をするのではなくて、違う要求があった場合に行政はどういうふうに対

応するのがいいのかというふうなことだと思うのです。そういう意味で、松戸市の場合は選択方式という

ものをとってきた。あるいはそういうふうに住民と行政が対立をする関係、違う考えがあった。しかし、

住民の要求というのは潜在的なもので消えない。ずっとその要求があり続ける。 
  従って、そうしたときに議会はどうあるべきなのかということで、松戸市では議会に懇話会をつくって

提案をしていった。それは、選択方式を、弁当と完全給食と両方、生徒や住民が選択できる方法、こうい

うものをした方がいいと。そして、中学校給食というのは必要だ、子供の健全な心身ともに発達をすると

いうふうなことからどうかと考えるならば、中学校の給食というのは必要だ、国やあれでももちろん実施

の方向性が示されているわけですから。そういうふうなことになったというのです、議会は。そして、提

言を市長にした。この提言を受けて、議会側、私は議会も、やっぱり寒河江市議会もそういうふうに提言

できるような形にみんなでなっていきたいなというような思いをしてきました。 
  それから、その提言を受けて、当局があるいは教育委員会が、やはり市民代表の議会が決めたもの、そ

して住民と対立する案件、これをどうするかというふうな形の中で一歩前に、この選択制、弁当と完全給

食を選択をできるという道を歩み出して、住民の相反する要求にこたえていける道を選んだというのです。

そのことを私は１問目でも申しあげたのです。 
  従って、寒河江市の今の教育振興計画は、説明の段階でもたたき台ですというふうに言っているわけで

すありますから、ぜひまとめるに当たっては、私はこの前松戸の実態を見させていただいて、寒河江市の

ような今のような状況の中から行政が活路を見出していくという意味では、非常に参考になるなというふ

うに思いました。 
  従って、弁当販売方式などは先進地域ではどういうようにやっているかというようなことも研究されて

いるようですので、ぜひ松戸の状況なども教育委員会でもあるいはこの検討委員会などでもそういう提起

が、議会でもあったということでしていただければありがたいなということを申しあげて２問にしたいと



……。 
  それから、検討委員会の関係では、ホームページで会議録が掲載されていますけれども、私もちょっと

とってみました。ところが、23名と言いますけれども、どなたがメンバーになっているのかわからないと

いう状況です。第５次振興計画を審議した市の振興審議会などは、全部どういうメンバーが、部会は何、

委員はこういうふうな形でというふうなこととなっておったわけでありますけれども、ぜひこういうこと

についても、教育委員会としてもちろんそこに検討会に諮っていたというふうには思うのですけれども、

姿勢としてはやはりどういう方がしているのかというのは、ホームページに見れるようにしていただきた

いということをお願いをしたいと思います。このことについても御見解をお聞かせをいただきたい。 
  開発公社については、もちろんそれが違法だとか何かではありません。これは適正にと言いますけれど

も、私から見て、１年後に４割に、同じ人が判定して次の評価でなるというのは問題だなというふうに思

いますので、そういう指摘を受けとめて今後対応していただきたいということで２問終わります。 
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〇新宮征一議長 佐藤市長。 
  残り時間が５分ちょっとですので……。 
〇佐藤誠六市長 なか保育所の問題、それからいこいの森につきましても、１問で答弁申しあげたことに多
くをつけ足すこともございません。そのとおり、１問の答弁のとおりでございますが、なか保育所の場合

は設立当初と違いまして児童数も職員数もふえておるわけでございまして、そしてまた設立当初からあの

施設そのものが私は目いっぱいなものだったなと思っております。それにおきましては、非常に余裕のな

い施設だろうと、このように思っております。ですけれども、整備計画などの中で順次予算等もにらみ合

わせまして考慮をしてまいりたいと、このように思います。 
  それから、いこいの森にしましても、これ15年を経過しておるわけでございまして、非常に木造という

ことになりますと、当初は非常にいこいの森にふさわしいようなものだったわけでございますけれども、

今になりますとやっぱりいろいろな箇所におきまして老朽化が進んできておりまして、それが撤去しなく

てはならないものとかあるいは補修をしなくてはならないというものになってきておるわけでございます

ので、十分安全、安心というようなものに留意して、これも危険な箇所等々から手をつけていくというよ

うな気持ちで取り組んでまいりたいと、このように思っております。 
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〇新宮征一議長 教育委員長。 
〇大谷昭男教育委員長 広く食育と給食と、特に中学生という人生におけるある重要な時期における食育と
いうものについての持つ意義については、平成17年に施行された食育法を見るまでもなく、これまで議会

でもお話し申しあげてまいりましたし、それからお手元にお届けいたした素案、教育振興計画の素案の中

にも盛り込んでいるところであります。このことは、ぜひお読みいただきながら御理解いただきたいと思

います。 
  なお、今後の進め方についての、あるいは検討委員会の進め方についての御質問がありましたので、担

当の方から答弁させてもらいます。 
 
 

 

http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/046.pdf
http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/048.pdf


平成18年9月第3回定例会 

〇新宮征一議長 学校教育課長。 
〇熊谷英昭学校教育課長 それでは、何点かについてお答えを申しあげます。 
  初めに、検討委員会の委員のホームページへの掲載ですけれども、検討委員会は今原則公開でやってお

りますので、ホームページへあえて検討委員の名簿を登載することについては考えておりません。 
  なお、先ほど振興審議会での経過についての御質問というかありましたので、ちょっとお答えを申しあ

げます。振興審議会やその部会において、中学校給食に対する御発言や御意見があったことについては御

承知しております。教育委員会では、協議会を開催して今回の素案をまとめてきましたけれども、そのま

とめるに当たってはそれらの振興審議会での発言や意見などについても十分に踏まえ検討し、作成したも

のでございます。 
  なお、第５次振興計画の答申時に市長に意見書が一緒に提出されておりますけれども、意見書のとらえ

方については川越議員が理解していることと、私どもが理解していることはちょっと違うのかなというふ

うに考えております。 
  以上です。 
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〇新宮征一議長 川越議員。 
〇川越孝男議員 それでは、最後の部分だけ、振興審議会の意見書が見解違うというふうなことであったわ
けですけれども、それを求めた総合政策課では私と全く認識一緒だということが、あるいはまとめて提出

した側はそういうふうに言っているということだけ申しあげて、時間になりましたので、再度この問題に

ついては別途別な場で解明をしていきたいというふうに思います。 
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    内藤 明議員の質問 
 
〇新宮征一議長 通告番号７番について、17番内藤 明議員。 
   〔17番 内藤 明議員 登壇〕 
〇内藤 明議員 私は、通告しているそれぞれの課題について市長に質問をいたします。質問に先立って、
誠意ある答弁をお願いしておきます。 
  最初に、指定管理者制度の選定基準と欠格条項等の規定についてお尋ねをいたします。 
  さて、指定管理者制度は、短期的な視野に立って、自治体の逼迫する財政状況を打開するための一つの

方策としてだけ見られがちでありますが、そもそもは公共サービスをすべて行政が自ら担う必要があるの

かということでありました。自治体の非効率性やむだを排するという視点と指定管理者制度を結びつけ、

即効性のあるような論調もありますが、必ずしも指定管理者や民営化をすればむだがなくなるわけでもな

いし、世の中には非効率でむだが多くても意義の深いもの、あるいは未来への投資としてなくてはならな

いものも多く存在いたします。教育、学術、科学技術などの基礎研究、そして文化や芸術活動などの領域

は、すべての住民の福祉に資するという点でまさに自治体の任務と自覚すべきものと思います。 
  ところで、本市においても行財政改革の中で指定管理者制度を活用しておりますが、自治体にはいろん

な価値観や立場の人たちがおり、いろいろな考えや権利を主張することが数多くあります。また、行政に

は、それをコーディネートし、合意形成を図り、社会的価値を実現していく役割もあると思います。社会

的価値を実現していく上でコストの削減は重要なことでありますが、市民の中には指定管理者制度に不安

を抱く方も少なくありません。 
  そこで、こうした不安を解消し、安定した公共サービスを提供するために、民間委託の場合も同様であ

りますが、指定管理者としての欠格条項を規定しておく必要があるのではないかと思います。例えば過去

に労働関係法に違反をして重大な社会的影響を及ぼした者であるとか、障害者雇用促進法の1.8パーセント

に達せず、納付金を納めていない者なども考えられるものと思います。また、評価の面においても、その

1.8パーセントを超えている場合は加点することや環境配慮も加点し、逆に男女共同参画における一般事業

主行動計画などを策定していないことなどは減点の対象にするなど、公共サービスに責任を持つ自治体と

して配慮すべきことと考えますが、市長の見解を伺います。 
  次に、公平で公正な行政を推進するためのコンプライアンス条例（法令遵守）の制定についてお尋ねを

いたします。 
  行政は、行政運営に当たっては、住民に対して公平公正であるべきことは今さら言うまでもありません。

また、職員には全体の奉仕者として公共の利益を目指して、法令遵守のもとに公正な職務遂行が求められ

るものと思います。 
  ところが、職員への不当な働きかけや要求などで特定の企業や人々に有利になる政策変更などを行い、

あっせん収賄罪などで逮捕される事件が全国の自治体で起きており、議員など公職者からの不当な要求の

もとで、職務上の義務違反なども指摘されていることは御承知のとおりであります。 
  一昔前に「私たち一般市民では幾らお願いしてもだめだったが、○○議員にお願いしたら、私たちでは

できなかったことも即座に実現した」などという逸話を選挙の票集めのためにその選挙時に持ち出し、有

力議員としてもてはやされた時代がありましたが、分権時代にあってはまさにばかげた話であります。 



  しかし、市政報告会などにおいて、首長に近い議員なので大概のことはかなえられるなどというような

発言が今もってあるということを耳にし、驚いております。公職にある者の話だけに住民は公平さを欠く

行政運営がいまだになされているのではないかと指摘をし、疑心暗鬼になっています。本来行政は、首長

に近い有力者と言われる人であっても、議員であっても、一般の市民と変わりなく公平に対処されなけれ

ばなりません。不当な要求や口ききなどで職員が法令違反や行政手続きにおける職務上の義務違反などは

あってはならないことで、行政は住民の厳正な信託によるものであることを再確認しなければならないも

のと思います。 
  そこで伺いますが、先進地に学び、このコンプライアンス条例を制定し、これまで以上に公平で公正な

行政運営をなすべきと考えます。また、正当な議員活動を尊重しながらも、公職者やその他秘書や家族か

らの要望、提言を文書に記録し、住民に対して公表の対象にすべきと考えますが、あわせて見解を承りた

いと思います。 
  次に、交通弱者と言われる方々の足を確保するコミュニティーバスの運行についてお尋ねをいたします。 
  この質問は、今回で何度目になるか忘れるほど行っておりますが、今では本市に隣接する他の市、町で

は、それぞれ事業としての呼び方は異なっておりますが、この種のバスの運行をしていないところは既に

なくなっております。そうしたところでは、厳しい財政事情の中にあっても、行政サービスとして行政主

導による住民の足を確保するバスの運行がなされているのであります。 
  少子高齢化社会の到来は、本市においても例外でなく、地域にあってはお年寄りがふえていることは実

感として私にもわかります。議員活動で市内を回れば、恐らく寒河江市だけが取り残されているような感

じになっているのでしょうが、そうしたお年寄りをはじめ、各層の多くの人々より寒河江市でもそうした

バスを走らせてほしいとの住民の願いが本当に強くなっております。このバスのサービスは、高齢者など

の公共交通としての利用の可能性だけでなく、さまざまな住民活動を結びつけるかけ橋にもなるでありま

しょう。高齢者の活動機会がふえ、市立病院への通院の不便さの解消をはじめ、市民浴場や市の施設、駅

や商業施設への買い物便の確保、児童生徒の図書館やプールへの便など地域の住民、特に弱い立場の人々

の社会生活の基盤となることは間違いありません。だれもが自由に便利に市街地と地域を往来できること

でコミュニティーの活性化につながるものと思います。バス運行の事業形態はいろいろ考えられますが、

まずはコミュニティーバスの運行について改めて市長の見解を伺いたいと思います。 
  次に、将来人口の推計について再度お尋ねいたします。 
  このことについては、去る３月議会の質問の中でただしていますので、趣旨は御理解いただいており、

多言は要しないものと思います。そこで伺いますが、３月には市長は県などの資料を持ち合わせていない

ということでありましたが、当時担当課にはそうした資料はあったのかどうか、まずお答え願いたいと思

います。 
  もし資料がなければ、県より取り寄せていただくことを前提にして次の質問に移りますが、山形県の将

来人口推計では、合併などを考えない地理的条件のもとで、2100年における本市の人口は２万7,642人とな

っています。市長は、これまで百年の大計ということで、少子化対策や住宅政策などさまざまな施策を展

開しておりますが、推計ではありますが、約100年先のその数値を見て率直にどのように思われるか、改め

て所見を伺いたいと思います。 
  そして、その2100年における推計の中で、天童市は人口が2050年の中ほどまで伸び、その後減じますが、

平成17年の国勢調査時点と比較し、わずかながら上回って、県内では減少率は最も小さい数となっており



ます。次に減少率の小さいのが東根市になっていますが、そうした減少率の低いのはいかなる理由による

ものなのか。県の見方もあるというふうに思いますので、そのことも含めてお答え願えればというふうに

思います。 
  重ねて誠意ある答弁をお願いして、第１問といたします。 
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〇新宮征一議長 佐藤市長。 
   〔佐藤誠六市長 登壇〕 
〇佐藤誠六市長 お答えいたします。 
  まず、指定管理者の指定に際しての欠格条項等についてでございます。 
  本市におきましては、寒河江市公の施設に係る指定管理者の指定手続きに関する条例施行規則第２条に

おきまして、公募する場合に明示すべき事項の一つとして申請の資格を規定しております。すなわち、募

集要項において施設ごとに指定管理者の応募資格を定めるものとしておりまして、指定管理者の欠格条項、

つまり指定管理者の指定を受けられない団体については募集要項で定めております。 
  具体的に申しあげますと、一つは能力を有しない者など地方自治法施行令第167条の４の規定に該当する

者、二つ目には寒河江市から指名停止措置を受けている者、三つ目には税の滞納者、四つ目には暴力団に

関係する者を共通の欠格条項としております。この共通の欠格条項につきましては、本市の入札参加資格

と同様の対応をすることとしたものでありまして、それ以外の欠格条項につきましては、個別の施設の目

的や性質上特に必要と考えられる場合にその都度検討することにしております。 
  それから、この指定管理者候補の選定基準でございますが、選定基準につきましては寒河江市公の施設

に係る指定管理者の指定手続き等に関する条例第４条において、市民の平等な利用の確保、安定的な施設

管理能力、それから経費の縮減の共通基準と施設の特徴等に応じて定める個別基準を規定しておりまして、

この基準を満たし、最も適当な団体を指定管理者の候補に選定すると定めておるわけでございます。この

規定を踏まえまして、庁内の公の施設に係る指定管理者候補選定委員会においてその都度選定基準の具体

的な評価項目を定めているところでありまして、指定管理者の募集に際しては募集要項にこの選定基準の

評価項目を明示しているところであります。 
  環境配慮、障害者雇用促進法に規定する障害者の法定雇用率等の関係や一般事業主行動計画の策定状況

を評価の対象にすべきであるとの御質問でございますが、環境配慮につきましては応募者に提出を義務づ

けている事業計画書の記載項目としており、評価の対象としております。障害者の雇用率と一般事業主行

動計画については、市民の平等な利用の確保、安定的な施設管理能力、経費の縮減という条例で定める選

定基準の具体的評価項目としてはなじまないものと思われますので、これらを評価の対象にすることは考

えていないところであります。 
  次に、公平で公正な行政を推進するための条例の制定について申しあげたいと思います。 
  コンプライアンス条例と、こう言われておるようでございますが、コンプライアンス条例、コンプライ

アンスとは英語で要求や命令に従うこと、応じることを言い、近年企業活動において法令違反による信用

失墜が事業存続に大きな影響を与えたケースが続発したため、社会規範に反することなく、公正、公平に

業務を遂行するという観点からよく使われるようになった言葉で、日本語では法令遵守と訳されているよ

うであります。 
  市においても条例を制定してはということでございますが、公務員については地方公務員法第30条で全

体の奉仕者として公共の利益のために勤務すること、さらに同法第32条では法令及び上司の職務上の命令

に従う義務について規定されているところであります。このことから、本市では日ごろから市民の信頼確

保のために職員一人一人が職務規律を遵守しながら、すべての市民に対して公正、公平な対応を心がけて

いるところであります。 



  さらに、綱紀の粛正に万全を期すという点では、その折々をとらえて職員に通達を出して注意を喚起し

ているところであり、暴力行為や不当な要求を実現させようとする行為に対しては、平成16年８月に策定

した寒河江市不当要求行為等対策要綱により対応することとしております。このようなことから、今のと

ころコンプライアンス条例の制定は必要ないものと考えておるところでございます。 
  また、議員等の関係者からの要望などを文書に記録し、公表の対象とすべきとの御意見でありますが、

本市の事業の取捨選択については、基本的に総合的な視点からの事業の必要性、将来都市像を勘案した上

での事業の有効性、緊急性などについて考慮して行っております。特に財政状況が一層厳しさを増す中、

これまで以上に精査を重ね、厳選していかなければならないと考えておるところであります。このように

適正な基準のもとで事業選択を行っており、議員等からの要望などについては記録、公表する必要はない

と考えております。 
  次に、交通弱者等の足を確保するところのコミュニティーバスの運行についてでございます。 
  これまで、高齢者や障害者の社会参加を促す視点からということでの福祉バスあるいはコミュニティー

バスの運行について御質問をいただいております。御質問のコミュニティーバスというものは、市町村が

独自に運営しているバスのことであると思いますが、市町村営バスや市民バス、福祉バスなどとさまざま

な名称で呼ばれ、運行されているようであります。 
  このようなバスの運行目的としましては、一つは路線バスの廃止に伴う代替としての輸送機関であるこ

とや、二つ目には交通空白地帯の解消により交通弱者の足の確保を図るためのもの、三つ目には主に中心

市街地と郊外とを循環バスにより結び、市街地の活性化を図るもの、四つ目としては交通利便の確保を図

るものなどが考えられます。 
  本市においても、市街地と地域とを往来できるコミュニティーバスの運行をということでございますが、

現在本市における生活交通の確保の状況については、自家用等の利用を除くとＪＲや民間のバス、タクシ

ーなどを利用している方が多いのではないかと思っております。ＪＲ左沢線により山形市、山辺町、中山

町、寒河江市、大江町が結ばれ、市外への通学や通勤、観光などさまざまな目的に利用されております。

また、左沢線には市内に南寒河江、寒河江、西寒河江、羽前高松、柴橋の五つの駅が設けられており、市

内の移動にも利用されております。民間の路線バスの運行によって、山形市、中山町、本市を経由して河

北町へと運行されているもの、さらに西川町へと行くものや大江町、朝日町へも運行されており、周辺の

市や町との停留所をきめ細かく設置し、運行されております。西川町営バスにつきましては、月山銘水館

と県立左沢高校を結んでおり、高松駅や清助新田、谷沢地区を経由し、市民の方にも利用されているよう

であります。天童市営バス、天童、寒河江間につきましては、天童市わくわくランドから日田地区を経由

し、寒河江バスターミナルまで月曜日から土曜日までの間１日５往復のバスを両市が負担し合いながら運

行されております。 
  交通弱者のためということでありますが、本市では高齢者の方も含めて、地域福祉活動の増進を図る目

的で福祉バスを配備しながら、各種行事への参加あるいは研修など必要に応じて運行しておりますし、障

害をお持ちの方においてもタクシーチケットによる利用助成を行うなど生活交通の確保に努めるサービス

を行いながら、社会活動に参加できるような環境づくりに努めております。このように公共交通網が市内

に張りめぐらされており、移動の際の足は確保されているものと思っているところであります。 
  仮に交通弱者のためということから市内を循環するバスを実際に運行するとなると、住民のニーズや費

用対効果を考えた上で採算性を確保しなければなりませんし、またバスの停留所設置となると、高齢者や



障害者が歩いて行ける箇所かどうか考えた上で設置しなければならないなど多くの課題があります。また、

市内にある公共施設等には、自家用車等の利用を考え、十分な駐車場が確保されておりますし、市街地や

主要施設へとアクセスする道路網が整備されております。これらのことを考え合わせますと、マイカー時

代において自家用車等の利用が多いと思われますので、バス利用者がいるかと言われますと、さほどおら

れないのではないかと思っております。このようなことから、市のコミュニティーバスの導入に関しまし

ては考えていないところであります。 
  次に、将来人口の推計についてでございます。 
  まず初めに、将来人口の推計資料について担当課にあったかどうかでございますが、議員のおっしゃる

山形県の将来人口推計については平成17年８月１日に県総務部市町村課により開催された今後の市町村の

行財政運営等のあり方に関する調査に係る説明会や、同じ17年の８月10日の第１回山形県市町村合併推進

審議会の際に配付された資料の一部でないかと思われますが、その資料であれば担当課にも資料としてあ

ったようであります。 
  次に、約100年先の推計された数値を見てどのような見解を持たれるかということでございますが、この

数値は国立社会保障・人口問題研究所の小地域簡易将来人口推計システムにより算出されたものであり、

コーホート法という方法で推計されております。これは、ある基準年次の男女年齢別人口をもとに、人口

動態率や移動率の仮定値などを当てはめて将来人口を計算する方法であり、これには政策的な要因は加味

されておりません。 
  しかしながら、これらの数値を見る限り、本市はもちろんのこと、県内の市町村を見ましても改めて人

口減少社会の到来という問題が浮き彫りにされていること、そして少子化対策という課題がますます重要

になってくるということが実感される資料と思っております。 
  ３月の第１回の定例会においてもお答え申しあげておりますが、これまでのように人口は伸びるもの、

経済は成長するものなどということは考えられない時代になっておりますし、今現在におきましても人口

が減少し、少子化が進行しているという社会の中にあって、少しでも歯どめをかけられるように人口の増

加、あるいは人口の維持に努めていかなければならないと考えております。そのためにも、第５次振興計

画で示した施策を着実に実施していかなければならないと改めて考えさせられるところであります。 
  人口推計において、天童市や東根市の減少率が小さいのはどういう理由かとのことでありますけれども、

山形県の将来人口推計はコーホート法により2000年の国勢調査の男女年齢別人口をもとに人口動態率や移

動率の仮定値、それから婦人、子供比の仮定値、ゼロ歳から４歳性比などを当てはめて推計されているも

のと思っております。従いまして、天童市と東根市の年齢別人口において若年層の人口が他市に比較して

高い割合を示しているようですので、2100年の人口推計において天童市においては増加し、東根市におい

ては減少率が小さいのではないかと思っておるところでございます。 
  以上です。 
 
 

 

http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/050.pdf
http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/052.pdf


平成18年9月第3回定例会 

〇新宮征一議長 内藤 明議員。 
〇内藤 明議員 １問に御答弁をいただきまして、ありがとうございます。 
  最初に、指定管理者の欠格条項についてお尋ねをいたしました。一部は入っているということでありま

すが、私が提起したものについては、すべてではありませんけれども、これはする考えがないというふう

なことであったかというふうに思います。 
  ただ、市がこの指定をする団体でありますから、非常に社会的に大きいということをお考えになってい

ただきたいというふうに思います。ただ安く上がればいいというふうなことではないわけであって、先ほ

ども申しあげた最近の社会的な動向、要請、そうしたものをきちっと受けとめていただきながら、それを

そうした制度にも反映をさせていくということが大事なのではないのかなと、こういうふうに思っており

ます。さもないと、行政がそういうふうなところには余り力を入れないといいますか、というふうにやや

もすると思われがちでありますので、ぜひそうしたところにも御一考をしていただきたいというふうに改

めて御見解をお示しいただきたいと思います。 
  それから、コンプライアンス条例の制定についてお尋ねをしたところでありますが、多分市長はそのよ

うな答弁をするであろうなということも私は事前に想定をしておりました。まさに私の思いどおりであり

ますが、しかし確かに本市の要綱もあることも承知をいたしております。ただ、本当に本市の行政が市民

に公平に、しかも公正になされているというふうにお考えになっているのかどうかなのですが、そうであ

れば差し支えないのですが……差し支えないというのは実態がそうであればよろしいのですけれども、私

は必ずしもそうではないのではないのかなと、こういうふうな疑問を抱いておりますので、そういうこと

を申しあげたところであります。 
  昨今の状況については申しあげません、いろいろ差し障りがあるというふうに思いますので。ただ、か

つては、例えば農振の除外であるとかそうしたときに、何回言ってもだめだったが、ある有力な県会議員

にお願いしたところ、それが結果的に除外になったというふうなことなんかも、かつてはありました。 
  いろいろ工夫をなさって、行政当局もそうしたことに対応したのだというふうに思いますけれども、た

だ、今になってみますと、いろいろ工夫した割には結果がついていないといいますか、そう言っては何で

すが、そのとおりになっていないところなんかもありますし、そういう意味でもう少しきちっとやっぱり

行政としての対処があるいは必要なのではないのかなというふうに思ったわけでございまして、こういう

ことを申しあげたところでございます。 
  またもう一つ、最近の議会報告等のお話も申しあげましたが、そんなことはないというように市長は御

自身でお思いになってそういうふうにお答えになったのだろうというふうに思いますが、私もそういうふ

うに思います。 
  ただ、市民には非常にこうした不信感があるわけでありまして、条例を制定しないまでも、先ほど申し

あげた後段の方、そうした議員の要請あるいは要求といいますかあるいは提言、そうしたものに関しては

きちっとやっぱり一つの記録として保存をしておきながら市民に明らかにする。そして、市民であっても

議員であっても公平だよと、こういうことを公開すれば市民はおのずと納得をするものというふうに思い

ますので、そうしたことについてもう一度御見解を伺いたいというふうに思います。 
  もちろん個人の問題含みますから、そうしたことはプライバシーに関するわけでありますから、そうし

たことは除外するということは言うまでもないことであります。 



  それから、コミュニティーバスのことについてもお尋ねをいたしました。何回も議論しているので、同

じことを繰り返すこと避けますが、要するに市長はいろいろと公共交通のＪＲであるとかあるいは民間バ

スであるとかタクシーであるとかあるいは必要なときには福祉バスを運行しているあるいはタクシー券も

利用されていると、こういうふうなことでありました。全体的に網羅されているのかなと、こういうふう

に一面思われがちでありますが、ただ、一つ一つこの点を線で結びますと抜けているところがかなりあり

ます。ですから、市全体としてはそれだけでは足りないというふうに私は思います。 
  市長は、気分害されるかわかりませんけれども、私はそのまま申しあげますので。そういうふうな必要

とされている方々は数多くおるわけでありますけれども、市の独自の政策もいいというふうに言うのです。

しかし、他の町や市でやっていることを何で寒河江市でできないのだ、こういうふうに言われるわけです。

私はなるほどというふうに思います。 
  それは、確かに独自の施策や政策も結構ですが、やっぱり隣町と横並びするということも私はある意味

では底辺部を上に上げるといいますか、この交通弱者などをもう少し恵まれた状況に置くというふうなこ

とからすれば、あってしかるべきなのではないのかなと、こういうふうに思っているものですから申しあ

げたのですが、こういうふうに言うのです、確かに花咲かフェアもいいけれども、私はどっちかというと

そういうような福祉バスといいますか、コミュニティーバス、こういうふうなものを欲しいなと、年金も

だんだん減らされているし、医者代も高くなっていると、ハイヤー頼むのも高いしということで、まさに

切実な願いというふうに思います。 
  そういうことで、何で寒河江市がやってもらえないのだと、こういうふうな素朴な私は疑問だというふ

うに思います。そうしたお年寄りが望む、そうした素朴な疑問に改めてそうした年寄りが納得できるよう

なお答えを市長からいただきたいものだなというふうに思います。 
  それから、このバスを考えがないというふうに言われましたので、こんなことを申しあげるのもどうな

のかなというふうに思いますけれども、これは導入することで、市長も先ほどありましたが、これは公共

交通としての役割だけでなくして、市民活動全体に資するというふうに思いますけれども、つまりまちづ

くりということで、今までもあったとおり、鉄道やバス、この公共交通と連携したところのものが必ず今

言われたように出てくるわけです。 
  しかし、採算がとれないということで間引きをされたり運行が停止になったり、そういう事業者のもと

でまちづくりというふうなことが停滞をするといいますか、停止をすると。それが連動しなくなってしま

うと。こういうふうな状況が私はあるというふうに思います。そういう意味では、そういうことが生じて

いるというふうに思いますので、そういう意味でそういうことも必要なのではないのかなというふうに思

いながら、改めて御提起をさせていただいたわけです。 
  例えばまた別の面から言いますと、先般市立病院の事業会計の決算の状況もありました。患者さんが減

じているというようなことであって、深刻な問題になっていることもこの前議論されたとおりであります。

こうしたコミュニティーバスなどを運行されることによって、市立病院の前に例えば停留所なんかを置く

ことによって、市立病院の利便性を図るというような点からすると、大きな効果があるのではないかなと。

これは、何だかつけ足したようで非常に申しわけないのですが、私はそういうふうに実際思います。そう

すれば、そのほかの、あそこに停留所を置くことによってその他の医院に患者が行くことなんかも一つは

避けることができる、こういうことなんかも一つの改善策になるのかなというふうに思っているわけであ

りますが、そうしたことも考慮をしながら、ぜひ先ほどのお年寄りの話なんかも加味していただいて、さ



らなる御見解を示していただきたいというふうに思います。 
  あと将来人口の推計についてでありますが、時間もそれほどなくなってきたといいますか、きておりま

す。先ほど答弁あったとおり、平成17年の市町村合併の問題のときの資料そのものであります。ですから、

こうしたものがきちっと担当課にあるわけでありますから、３月の時点でそういったことをもう既に事前

に担当課と打ち合わせをする中で、一般質問の通告をして打ち合わせをしているわけでありますから、私

の手元にはないなどというようなことは言わないで、ぜひそうしたことも確かめていただきたいというこ

とを、改めて申しあげておきたいというふうに思います。 
  それから、天童、東根市の若年層の割合が高いと、こういうふうなことを示して減少率が小さいのだと

いうことを申されました。いろいろ問題はありますけれども、その若年層の多い理由は何でなのか、おわ

かりになれば改めてこれ、つけ加えていただいて答弁をお願いしたいというふうに思います。 
  以上です。 
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〇新宮征一議長 佐藤市長。 
〇佐藤誠六市長 指定管理者の選定基準と、先ほども答弁したとおりでございまして、さらにつけ加えるこ
ともございませんが、共通するものは共通するものとして、また個別に対応しなくてはならないものは個

別の基準を設けてと、こういうことでやっておるわけでございますので、これからもそのようにさせてい

ただきたいと思います。 
  それから、コンプライアンス条例でございますが、私は行政をやるといった場合には、やっぱりこの基

本的な考え方の中には公私の別というものを、そしてまた信頼をつなぐということが大切なのではなかろ

うかなと、このように思っております。公権力というものを自分の権力のように考えると。うちの職員に

もおりませんし、私もそういうことはないように行政の執行をやっておりますけれども、そのようにそう

いう意識というものがまず大切なことだろうと、こう思っておりますし、また市民から信頼されるという

行政を、これは当たり前でございますけれども心がけておると、心がけなくてはならないということが必

要なことでございまして、あえて現在の法律にありますので、改めて市町村の段階で法令遵守の条例とい

うものを制定するということまでには私は必要なかろうかなと、そのように思っております。 
  それから、議会人やらあるいはその他の要望についての要請、提言、これらについてでございますけれ

ども、議会人の方々は議会活動として住民の要望を単独にあるいは住民の方と一緒になって行政の方に働

きかける、市長に要望するというのは、これは当然やらなくてはならないことだなと、このように思って

おりますし、そのことによって施策がいろいろあるいは事業が、やった方に有利に展開するのではなかろ

うかなと、こういうことだろうと思いますけれども、先ほども申しあげましたように、公平な、公正な考

え方でやっていらっしゃると私は受けとめて、それを施策の中に実施しておるわけでございまして、議会

活動、議会人の市民の声を吸い上げるということもこれは非常に大切なことだろうと思っておりますし、

それはやっていただかなくてはならないことだろうと思っておりますし、ですけれども、それらを私は公

正な、公平な目で施策の中に実現するということに心がけておりますし、実際そのとおりやらせてもらっ

ておると、このように思っております。 
  それにおきましては、これは当然のことを当然に活動として行われておるものだろうと思っております

から、改めて記録したり公表したりというようなことは、やっている方とやっていない方というのはかえ

って出てくるのではなかろうかなというような気もしないわけではございませんし、私の受けとめ方とし

ては、今言ったように公正に、公平に、そして予算等々を十分考慮しながらやらせてもらっていると、こ

ういうことでございます。 
  それから、コミュニティーバスのことでございますけれども、他市がやっているから本市でもどうかと、

こういうようなことでございますが、それはそれぞれの市の独自性やら市の置かれているところの地域と

いうものの状況によるということであろうかと思っております。 
  寒河江市を地理的条件から見ましても、非常に私は内陸部の中核都市と言っておりますように、交通の

利便には本当に恵まれておるだろうと、このように思っております。一部中山間地はありますけれども、

それ以外につきましては民間バスにつきましてもあるいはＪＲの路線にいたしましても、非常に利便性の

整っておるところの都市ではないかなと、このように思っておるわけでございます。 
  それに加えまして、いろいろ寒河江市では、１問にも答弁申しあげましたように、福祉バスの利用とい

うようなこととかに留意して施策を実施しておるということでございますので、ほかでやっておるからと



いうようなことで寒河江市もと、こういうような御要望はこれまでも受け入れませんと、受けられません、

状況にないということを申しあげてきたところでございまして、それから市立病院のことも話がございま

したけれども、以前にあそこを経由するところの路線バスと、そして市立病院前で停留所を設けるという

ようなこともやったわけでございますけれども、まずは利用者が少なかったわけでございまして、そんな

ことから路線バスも廃止になりましたし、いろいろ要望しましたけれども、それにこたえられるような効

果が期待されないということで廃止になった経過もあるわけでございまして、ですから非常に費用対効果

という面から考えましても、こういう公共路線バスをはじめとするところのコミュニティーバスというよ

うなものの利用というものについては、十分考慮していかなくてはならないものだと、このように思って

おります。 
  それから、人口推計に絡んで若年層の少ない理由ということでございますが、平成12年と平成15年の人

口を見ましても、伸びておるというような寒河江市の状況にあるわけでございまして、しかしそういう中

にありまして、小さな子供あるいは青年期の人口階層というものが少ないかどうか私も正確に分析したと

ころではございませんけれども、絶対的に私は伸びておるのではなかろうかなと、こう思いますし、また

高齢化率も高くなっている現状の中で、お年寄りもふえておるのだろうと思っておりますが、その辺の理

由等につきましては正確に分析しておりませんのですけれども、人口全体としての伸びは県下で３市１町

の中に入っておるということでございます。 
  また、先ほど申しあげましたコーホート法というものは、あくまでもこれは政策的な理由というような

ものはこれは入っておらない。あくまでもただ人口の分布状況といいますか、それからはじき出しての将

来推計と、このように理解しておるわけでございますので、その辺の統計のあり方というものにつきまし

てはそちらに譲りたいと、このように思っておるところでございます。 
  以上です。 
 
 

 

http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/052.pdf
http://192.168.9.1/gijiroku/giji/2006/1809/054.pdf


平成18年9月第3回定例会 

〇新宮征一議長 内藤 明議員。 
  残り時間が少なくなりましたので、簡潔に願います。 
〇内藤 明議員 はしょって第３問に移りますが、コンプライアンス条例は必要ないというようなことで改
めての御見解でありましたが、それはそれとしていいというふうに思いますけれども、その中で信頼をつ

なぐことが重要なのだというようなことでありますが、何との信頼をつなぐことなのかわかりませんけれ

ども、議員や有力者との信頼をつなぐためにそういうことは記録には載せないのだというふうなことなの

か、市民との信頼が必要なのだというのか私はわかりませんけれども、私は市民との信頼関係をつなぐこ

とが重要だという点だとすれば、私は市長と同じような見解になるわけでありますけれども。 
  市長、今まで有利に展開するなどということはないのだと、公平、公正にやっているのだと、これから

もそうするというようなことでありました。しかし、それは一面ひとりよがりであって、自分だけがそう

しているということなんですね。市民の側から見ると、そういうふうになっていないのではないかと、こ

ういうふうな率直な疑問があるわけです。 
  ですから、何か議員活動がしている方としていない方が明らかになるなどというのは、議員の方までの

活動を心配をしていただきましたけれども、そんなこと心配する必要はないのであって、何もこれだけが

議員活動ではありませんので、どんどん議員活動は議員活動としてやればいいわけでありますから、いま

だにそういうふうに思っている方がいるということを、現実に受けとめていただきたいというふうに思い

ますので、それは今までどおりやるということは、今までどおりまだそうした疑念が増殖をするというこ

とにつながるわけでありますから、そうした点での市民の信頼をつなぐということが重要だということか

らすれば、ぜひそうしたことをしていただきたいということを再度申しあげたいというふうに思います。 
  それから、コミュニティーバスの運行についても申しあげました。費用対効果という点が出されました。

もう少し踏み込んだことがあれば、私もいろんな事業形態があるのではないかというふうなことを申した

関係で、いろいろ中身について明らかにしながら御見解をお聞かせいただきたいなというふうに思ったの

ですが、のっけからする考えはないというようなことでありましたので、余り中に踏み込めませんでした。 
  しかし、現実にこの市立病院のところに路線バスを走らせたけれども、余り変化がなかった、少なかっ

たなどということがあります。それは、きめ細かく運行すればそういうふうな利点が生まれるであろうと

いうことをもう一度頭の中に置いて御検討をいただきたいなと、こういうふうに思っています。 
  それから、人口の推計でありますが、私がお聞きしたのは、天童市、東根市が若年層の占める割合が高

いからこの2100年の減少率が少ないのだと、こういうような話がありましたので、では何でそうした若年

層が高いのかなというふうに思ったものですからお聞きをしたのですが、そうしたら市長は寒河江市にお

いても平成12年あるいは15年には若年層が伸びていると、こういうようなことを言われました。では、何

で寒河江は2100年にはそういうふうな減少が出てくるのだと、こういうふうになるわけでありまして、同

じ若年層が伸びているにもかかわらず、片方が減少率が少なくて寒河江市は減少率が高いというふうにな

りますと異に思います。 
  時間もありませんから、簡潔にお答えいただければというふうに思います。 
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〇新宮征一議長 佐藤市長。 
〇佐藤誠六市長 コンプライアンス条例に関してでございますけれども、先ほど申しあげましたように、市
民の声を市政の中に反映してもらうという意味での議会活動というのは極めて望ましいことであり、大切

なことだということを言ったのでございまして、それらを私は公平に、また公正な立場で受けとめながら、

それを実現に向けて努力をしているということを申しあげたところでございます。 
  それから、コミュニティーバスでございますけれども、何回も申しあげましたように、今申しあげまし

たところからそれを運営、設置するというような考えは持っていないところでございます。（終了の合図） 
〇新宮征一議長 所定の時間が参りましたので、ここで打ち切ります。 
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   散    会     午後２時２１分 
 
〇新宮征一議長 本日の一般質問はこの程度にとどめ、本日はこれにて散会いたします。 
  御苦労さまでした。 
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